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はじめに
本稿の目的は，片倉製糸が昭和初期に東日本
において展開した貨物自動車輸送の存在と役割
を各製糸工場別に検討することである。
従来，戦前期の貨物自動車を用いた運送につ
いての研究は，ほぼ蔬菜や下肥輸送に限られ１），
個別企業を対象に運搬手段としての貨物自動車
（営業用，自家用共）の購入と利用を研究対象
としたものは，管見の限り皆無であり，また近
年の日本製糸業史研究のほか，片倉や郡是等の
社史の中でも自家用貨物自動車による輸送につ
いて触れられることは殆ど無く２），研究領域と
しては未開拓の分野であるといえよう。
近代日本製糸業史研究の中で，貨物自動車輸
送を究明する意義は，単に従来の荷車や荷馬車
に比べ，原料繭等の輸送の大量化，迅速化，効
率化を促進したというだけではなく，貨物自動
車の機動性を活かして，広く農山村に入り込み，
特約地盤の拡大と集中化に寄与した点を評価す
る必要があろう。その結果，片倉＝製糸独占資
本の存立基盤の強化をもたらすことになるとい
えよう。特約取引の拡大に伴う，組合産繭や蚕
種，肥料，桑葉，桑苗，養蚕用具の運送のほか，
生糸や石炭，空籠等の運搬などの各種使途の増
大を受けて，貨物自動車を合理的に使用する必
要が増していったことであろう。その際に使用
する貨物自動車は，高性能の外国車，即ち特に
フォード車，シボレー車（ゼネラルモーター
ス）を購入することになろう。片倉製糸では，
限られた資料の中で１９２７年末に貨物自動車を備
付けていた東日本地方の製糸工場として，川岸
製糸所１台，松本製糸所２台，須坂田中製糸所
１台，武井製糸所３台，飯田製糸所１台，八王
子製糸所１台，大宮製糸所２台，石原製糸所２
台，熊谷製糸所３台，岩代製糸所２台，仙台製
糸所１台，愛知製糸所１台，岐阜田中製糸所２
台，合せて２２台を確認することができる３）。片
倉製糸の貨物自動車の利用状況を究明するに先
立ち，製糸会社と鉄道省が行った，繭の輸送試
験（鉄道〈各種有蓋車・通風車〉，貨物自動車，
荷馬車，背負い等）と繰糸成績について，言及
しておきたい。
１．片倉製糸の繭の輸送方法と
繰糸成績
１９３０年代に入り，鉄道による繭の輸送試験を
鉄道省に製糸会社が協力して，また鉄道省後援
の下に製糸会社がそれぞれ施行している４）。
１９３０年６月に名古屋運輸事務所と勝野製糸場
（岐阜県中津川町）が協力し，名古屋・中津川
間（７９．９）において純生繭の通風輸送試験
（有蓋車と通風車の使用比較）を実施した結果，
通風車は，生繭の蒸損減少の上で，「多大の効
果」あり，生繭輸送に好適であるとの結論に達
する。また１９３３年６月に甲府運輸事務所と片倉
１４１
製糸紡績株式会社が協力して，韮崎・下諏訪間
（５９．５）において，同様の純生繭の通風輸送
試験（通風車棚装置設備）を施行する。従来，
譬え短距離輸送の場合でも鉄道輸送では，生繭
の「蒸損事故」を生じていたが，通風車（棚装
置使用）は，外温と略同様の車内温度の低温で
輸送されたことから，蒸熱は全く起こらず，
「頗る好成績を収め」ることができ，「生繭輸
送には通風車が最も好適なり」との結論を下し
ている。
１９３０年６月に片倉製糸紡績株式会社は，東北
郡山・大宮間（１９６．３）においてドライアイ
スを用いた純生繭の冷蔵輸送試験を実施する。
繰糸試験の結果，ドライアイスを使用しない
「普通輸送」の場合と比べて，ドライアイスを
使用した生繭の鉄道輸送の場合，繭の蒸損を防
ぎ，糸量の増加，繰糸能率・糸格の向上などに
「多大の効果ある」ことが明らかとなる。さら
に１９３５年６月に片倉製糸紡績会社（川岸製糸
所）は，鉄道省の後援の下に茨城県下館・川岸
間（２９８）において準生繭（５分乾，７分
乾）の鉄道輸送試験（棚付通風車，木製有蓋車，
鉄側有蓋車使用）を施行する。各車両毎の準生
繭繰糸成績は，糸量，糸質，並びに総合点にお
いて通風車積が最も良好で，次いで木製有蓋車，
鉄側有蓋車の順であった。ただし，通風車につ
いては，春繭出盛期は，九州，四国方面の「生
果早生野菜の出貨期」にあたり，「通風車の需
要が年間に於て最も更張する時期であり，さら
ぬだに通風車が逼迫を来し困却し居る際であ
る」ことから，「実際上之が希望を満たすこと
が不可能なり」という現状であった。
資料１ 乾繭運搬運送ニ付テ６） 飯田製糸所 提案
従来生繭半干繭本干繭運送方法比較ニ付テハ種々研究発表アリシモ未ダ干繭運送方法ニ関スル徹底的成績
発表ヲ耳ニセザル今日 当地同業者中干繭運送ヲ車馬ニヨラズシテ荷負運搬ヲ有利トシ実行シツゝアル者
アリ 社内干繭輸送ノ場合多ク之ガ研究ノ価値アルモノトシ当所ガ再度試験セル成績ニヨレバ左ノ結果ヲ
見タリ
原料
干〆
重量
１升
粒数
繰糸
時間
仝上
増減
１本
糸量
仝上
増減
繊度
類 節
切断
強力対
十デニ
ール
伸度 玉繭 揚繭 干屑 蛹襯
大 小
背負区
布袋 一ノ関バラ黄 ５５匁 １３２ ３．２０ △１０ １８．５６ １４ ２０．５０ １ ５２ １ ３４．５７ １．６３ ０．３７ １．２５ ２．３１ １．４２
紙袋 〃 〃 〃 ３．１８ △１１ １８．５９ １２ ２０．３２ ０．３８ ６８ ０ ３５．８ １．８１ ０．３８ １．２４ ２．３２ １．４５
自動車区
布袋 〃 〃 〃 ３．３０ ０ １８．４２ ０ ２０．７５ １．５ ９５ ０ ３３．０５ １．６７ ０．１９ １．２６ ２．４６ １．７２
紙袋 〃 〃 〃 ３．２７ △０２ １８．５２ ５ ２１．３０ １．３ １０８ ０ ３８．０１ １．８７ ０．３５ １．３０ ２．４１ １．５
荷馬車区
布袋 〃 〃 〃 ３．４１ １１ １８．２７ △１５ ２０．１０ ０．７ ８９ ２ ３７．５０ １．４４ ０．２３ １．０２ ２．５５ １．６８
紙袋 〃 〃 〃 ３．４１ １２ １８．２９ △１８ ２２．４０ １．３ １２５ １ ３７．２０ １．５６ ０．１４ １．０３ ２．４８ １．７３
平 均
布袋 ３．３０ １８．４２ １．０６ ７９ ３５．０４ １．５８ ２．４４ １．６１
紙袋 ３．２９ １８．４７ ０．５６ １００ ３７．００ １．７５ ２．４０ １．５６
備考：△印ハ減トス
表中背負区ガ他区ニ比較シテ優位フ占ムルハ輸送中激動少ナク従テ繭層ノ摩擦少ナキ結果ナラシカ是ニ比
シ荷馬車区ハ震動甚ダシキ為メ最モ不結果ヲ来シ自動車区ハ荷馬車ニ比シ震動少ナキニヨリ中位ヲ占ムル
モノトス然シテ干繭収容ノ袋ニ付テハ布袋ニ比シ紙袋ノ方好成績ヲ示セリ蓋シ外気ノ影響少ナキ為メ紙袋
ノ方宜シカリシカト思料ス
１４２
次いで，鉄道省は，繭の鉄道輸送とトラック
輸送による繰糸試験を実施している５）。発着地
は，千葉・深谷・野沢～岡谷・松本である。鉄
道省は，長野県工業試験場，岡谷丸興製糸会社
と協力して，１９３３年６月より翌年に亘り，繭の
季節別，種類別，産地別，生乾（本乾繭，半乾
繭）別に区分して，大規模な試験（鉄道輸送は，
有蓋車と通風車，車内に棚を設備した，有蓋車
と通風車に繭積載）を施行する。試験輸送繭の
繰糸結果は，糸量，繰糸工程，解舒糸長，糸條
班，類節など「孰れも鉄道輸送に依るものは良
成績を示して居る」という結論を得る。
片倉製糸は，飯田製糸所において，背負いと
荷馬車，貨物自動車による乾繭輸送（布袋，紙
袋別）に基づく繰糸試験を実施している。
資料１に示すように，繰糸試験の成績は，輸
送において激動少なく，繭層の摩擦少ない背負
い輸送が最も良く，荷馬車輸送は震動甚だしい
資料２ 生繭自動車，汽車輸送比較試験７） 六・上井製糸所
（一） 目的 生繭輸送方法中自動車，汽車ノ両区方法ガ繭質並ニ繰糸結果ニ如何ナル影響アルカヲ知ラ
ントスルニアリ。
（二） 輸送方法輸送器具並ニ経過ノ調査 施行六月十六日 距離五八ｋ九（十五里余）
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〆
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２時
５．４０ ３．４０ ５．５
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式小角篭
１．０ ２４３ ４９．５０ ４９．５２ ．０２ 小角篭
幅１．１０
長２．３０
深１．００
４．５ ナシ 〃
午後
２．４０
６．１０ ３．３０ ２．５
Ｃ
汽車専用車
袋入り
８．０ ２７０ ４９．５ ４９．３４ ．１６ 木綿袋
直径２．００
長サ１．５０
４．５ ナシ 〃
午後
１１．３０
４．４４ ５．１４ ７．０
Ｄ
汽車小口扱
丸篭
８．０
他ノ物
ト混合
４９．０ ４８．７０ ．３０ 丸篭
径１．６０
長２．５０
７．０
寸
径３．
長２．５
〃
午後
３．３０
１０．－ ６．３０ １３．４
備考１．原料ハ春豊白瑞祥ニシテ同一養蚕家ノモノヲ右四区ニ分チ試量トセリ
２．積込位置ハ各々下ヨリ三段目ニ一定シタリ
３．自動車ノＡＢ区ハ直接製糸所ニ運ビ汽車ハ約二里ヲ自動車ニ依リ以後汽車ニ依ル
４．発送時刻ノ区々ナルハ運輸常時ノマゝトシタル為ニシテ荷ノ集荷量又ハ汽車ノ時間ノ都合ニ依ル
（三） 繰糸試験成績比較表
符号 干揚目 １日繰目 増減 生百糸目 増減 デニール 糸條班 優劣 低点 優劣 小節 優劣 大中節 優劣
Ａ ３７９．２ ２４２．０ ３．８ １１．９３ ．０４ １４．２ ９３．０ １．０ ８４．０ ０．２ ９３．０ １．０ ９７．８ ２．５
Ｂ ３７８．６ ２４９．０ ３．２ １２．０５ ．０８ １４．０ ９２．０ － ８３．５ ０．３ ９２．０ － ９４．５ ０．８
Ｃ ３７５．４ ２５８．０ １２．２ １１．８８ ．０９ １４．３ ９３．０ １．０ ８４．５ ０．７ ９２．０ － ９６．０ ０．７
Ｄ ３７９．２ ２３４．０ １１．８ １２．００ ．０３ １４．１ ９０．０ ２．０ ８３．０ ０．８ ９１．０ １．０ ９３．０ ２．３
平均 － ２４５．８ － １１．９７ － － ９２．０ － ８３．８ － ９２．０ － ９５．３ －
備考１．各区共ニ十杯宛ノ試験量ニシテ業手ハ四人ヲ選定交互ニ繰糸セシメタリ
２．撰繭程度並ニ煮繭ニ付キテハ各区最モ一定方法ヲ取リタリ
３．右試験ニヨリテ見ルニ，繰目ＣＢＡＤ 糸歩ＢＤＡＣ 品位ＡＣＢＤノ順ニシテ総合的ニＢ区最モ良ク Ａ区Ｃ区次
ニＤ区最モ悪キ結果ヲ知リタリ
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１４３
ため最も悪く，貨物自動車輸送は荷馬車に比べ
震動が少ないため，背負い輸送と荷馬車輸送の
中間の成績であった。乾繭収容袋については，
外気の影響少ない紙袋を推奨している。
また片倉製糸では，上井製糸所において，貨
物自動車と鉄道による生繭の輸送及び繰糸試験
を春期，晩秋期別に行っている。
資料２に示すように，春期生繭の繰糸試験成
以上ノ外尚秋期ノＡ区対汽車試験比較成績ヲ挙グレバ次ノ如シ
（一） 晩秋期自動車Ａ区対汽車輸送比較試験 施行十月六日 距離五七ｋニ（十四里余）
符号 区別 噸数
１台
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繭
着繭量 増減
器 具 経 過 外温
トノ
差区分 大キサ
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容積
気抜 受時 発送 到着 時間
Ａ
自動車布張
式大角篭
１．０
〆
２４０
〆
１２ １１．９８０ ２０ 大角篭
尺
幅２．２０
長３．７０
深 ．５５
〆
４
ナシ
午後
１．０
午後
５．０
８．５０ ３．５０ ８．２
Ｂ
汽車専用車
小角篭
８．０ ６８０ １２ １１．９６０ ４０ 角篭小
幅１．１０
長２．３０
深１．００
４ 〃
〃
１．０
仝 ９．３７ ４．３７ １０．７
Ｃ
汽車専用車
小角篭袋込
８．０ ６８０ １２ １１．９８０ ２０
仝袋入
り
幅１．１０
長２．３０
深１．００
４ 〃
〃
１．０
仝 仝 ４．３７ １２．０
Ｄ
仝専用車
袋詰
８．０ ６８０ １２ １１．９６０ ４０ 丸袋
径２．００
深１．５０
４ 〃
〃
１．０
仝 仝 ４．３７ １３．７
備考 春期輸送方法ト同一ナル方法ニ依リ実行ス
（二） 繰糸試験成績比較表
符号 干揚目 １日繰目 増減 生百糸歩 増減 デニール 糸條班 優劣 低点 優劣 小節 優劣 大中節 優劣
Ａ ３７３．６ ２５６．０ ９．５ １３．５１ ．０１ １４．２ ９２．０ ０．２ ８２．５ ０．４ ９３．０ １．２ ９５．０ １．５
Ｂ ３７３．３ ２４４．０ ２．５ １３．６８ ．１６ １４．１ ９０．０ １．８ ８０．５ １．６ ９３．０ １．２ ９６．０ ２．５
Ｃ ３７３．４ ２４４．０ ２．５ １３．４４ ．０８ １４．３ ９３．０ １．２ ８２．８ ０．７ ９０．０ １．８ ９２．０ １．５
Ｄ ３７２．８ ２４２．０ ４．５ １３．４５ ．０７ １３．９ ９２．５ ０．７ ８２．５ ０．４ ９１．０ ０．８ ９０．８ ２．７
平均 － ２４６．５ － １３．５２ － － ９１．８ － ８２．１ － ９１．８ － ９３．５ －
備考１．各区二十杯当ニシテ業手四人ヲ選定シ交互ニ繰糸セシメタリ 其他撰繭煮繭等最モ同一ナル方法ヲ取リタリ。
２．右結果ヨリ見ルニ繰目ＡＢＣＤ 糸歩ＢＡＤＣ 品位ＡＢＣＤノ順ニシテＡ区最モ良クＢＣ区次ニＤ区最モ悪キヲ知
リタリ
総評
以上春秋ニ期ニ依ル比較結果成績ヨリ見テ自動車対汽車輸送ニ付キテハ自動車輸送ニシテＡ区Ｂ区ガ
最モ良ク汽車輸送ハ自動車輸送ヨリ劣ルモノナリ。尚両者ノ長短ニ付述ブレバ次ノ如シ
自動車，時刻又ハ場所ニ於テ自由ニシテ汽車ニ比シ最モ便利ナリ。但シ遠距離ニシテ一時ニ多量集荷
セル場合ニ於テハ積載量汽車ニ比シ少キ為不利ナルコトアリ
汽車ニ付キテ時刻ノ限度，場所ノ決定セルタメ甚シク不便ナリ尚輸送中トイエドモ貨車窓閉セル為蒸
熱ノ上昇甚シク繭質上ニ及ボス害相当アルモノト思考セラレ
特種ナル通風車ノ如キ設備アルヲ必要トス
但シ集繭多量ニシテ汽車ノ駅ニ近ク設置セラレタル場所ニアリテハ汽車輸送Ｃ区ニ依ルヲ可
トス
輸送容器ニ付キテハ各種各ニ得失アリテ確定シガタキモ取扱上並ニ以上比較結果ヨリシテ春期試験Ｂ
区最モ良クＡ区次ニ良トス殊ニ繭滞積ノ止ムナキ場合ニ於テハＡ容器ヲ以ツテ整理スル時ハ
蒸熱発昇ノ事更ニナク最モ可トス。
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績は，総合的成績では貨物自動車布張式小角篭
輸送が最良であり，次いで貨物自動車布張式大
角篭輸送，鉄道専用車袋入り輸送，鉄道小口扱
丸篭輸送の順であった。晩秋期生繭の繰糸試験
成績は，総合的成績では貨物自動車布張式大角
篭輸送が最も良く，次いで鉄道専用車小角篭，
鉄道専用車小角篭袋入り，鉄道専用車袋詰の順
であった。春期，晩秋期を通じて，貨物自動車
輸送が鉄道輸送に優る，という結果が生じてい
る。ただし，この鉄道輸送は，有蓋車（生繭積
載）使用であることを考慮する必要があろうが，
先の鉄道省の試験繰糸成績とは限ずしも一致す
るものではないといえよう。片倉製糸の鉄道輸
送試験に有蓋車を使用したことは，現実的な利
用状況を踏まえたものであろう。
２．片倉製糸の工場別貨物自動車購入
と輸送
第１表によって，片倉製糸の個別工場（傍糸
製糸会社を含む）毎に，昭和初期の貨物自動車
の購入状況について明らかにしていきたい。
 長野県地方の片倉製糸諸工場
① 川岸製糸所（所在地：諏訪郡川岸村）
川岸製糸所は，１９２９年６月３０日に新型フォー
ド１．５トン積貨物自動車１台を２，３５０円にて，中
信自動車商会より購入している。既に，片倉本
社は，川岸製糸所の貨物自動車購入申請に基づ
いて，同年５月２８日の取締役会において審議し，
「可決」をみていた８）。ただし，この取締役会
では，貨物自動車の価格は２，２００円の予定であ
ったが，実際の購入価格との間には１５０円の差
額が生じている。川岸製糸所の最初の貨物自動
車購入は明らかでないが，１９２７年１月２９日午後
３時半に川岸製糸所所有の貨物自動車が霜解け
路面を走行中に滑り，上伊那郡朝日村字平出地
籍井水堤より天龍川方面へ墜落し，車体を破損
するという事故を起こしていた９）。運転士・原
保，助手・吉澤栄両人共に無事であったという。
したがって，少なくとも１９２７年には既に川岸製
糸所は，自家用貨物自動車を使用し，物資輸送
に利用していたことが分かる。既述のように，
川岸製糸所は，１９２７年末に貨物自動車１台を備
付けていたことと符合する。川岸製糸所には，
伊那出張所（上伊那郡伊那町），赤穂出張所
（上伊那郡赤穂村）があり１０），この両購繭出
張所，或いは特約養蚕農家へ向かう途中又は帰
途の伊那往還（三州街道）を走行中に事故にあ
ったのであろう。
片倉製糸直営の製糸工場は，長野県内に８工
場，特に諏訪地方に川岸製糸所のほか，平野製
糸所，尾沢製糸所，下諏訪製糸所の４工場が集
中するため，上記各製糸所共に購繭地方は，県
外依存度が高くなる。
１９３０年代央には，川岸製糸所の繭特約取引は，
千葉県と茨城県両県に略集中し，両県以外では
長野県内及び同県に隣接する岐阜県と愛知県，
さらに栃木県から特約購繭するようになる１１）。
昭和初年と比べ，購繭地盤の集約化が進行して
いたことを窺うことができるのである。川岸製
糸所は，１９２７年に特約取引繭量８３，７８２貫（特約
取引率３１．１％）１２）であったが，その後特約取引
は拡大し，１９３３年には特約養蚕組合（収繭量
４８５，６３５貫）に 養 蚕 資 金（７２，５８７円），蚕 種
（１２７，１２１円），肥料（２１８，６９３円），養蚕取次品
（５３，０４４円）を配布・斡旋している１３）。
川岸製糸所の特約取引の展開と特約地盤の集
約化が進むと共に，短・近距離圏内では自家用
貨物自動車を使用して，特約組合産繭のほか，
蚕種，肥料，養蚕用具等の運搬を行う必要が増
加したことであろう。その際には，川岸製糸所
では幹線道路の旧街道，即ち中山道，伊那（三
州）街道などを走行していよう。また遠距離圏
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
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第１表 片倉製糸の地方工場別貨物自動車購入（１９２６～１９３２年）
製糸工場名 購入年月日 台数 車種・積載量 価格 購入先 備考
〈長野県〉
川岸製糸所 １９２９．６．３０ １台 フォード１．５トン積 ２，３５０円 中信自動車商会 １９２７．１．２９．片倉の貨物自動車天龍川墜落
須坂田中製糸所
☆１９２９．４．２６ １台 Ａ型フォード１．５トン積 ２，３００円見当
☆１９３１．４．１８ １台 フォード１．５トン積 ２，０３６円５０銭 旧２８年式フォード貨物自動車８００円売却
☆１９２６．５．２８ １台 １．５トン積 ２，７５０円 内割戻金１００円
武井製糸所 ☆１９２８．５．２８ １台 シボレー１トン積 ２，２９８円
☆１９３２．５．１８ １台 シボレ １ー．５トン積鉄板張ボデー付 ２，３９０円 １９２６．６．購入自動車（１９３２．５．１８廃棄，４００円）
飯田製糸所
１９３０．５．３１ １台 フォード１．５トン積 ☆２，３３０円 中信自動車会社 １９３１．４．２３．自動車使用廃止届提出


１９３１．４．２５．トラック１台定期検査
１９３１．１０．２．自動車２台定期検査☆１９３１．７．１７ １台 Ａ型フォード１．５トン積 ２，１００円
〈関 東〉
大宮製糸所 １９２７．６．１３ １台 シボレー ２，１７０円 １９３１．１２．２８．貨物自動車修理５７０円
石原製糸所
１９２７．６．１０ １台 シボレ １ー８馬力１．５トン積 ２，２５０円 大宮町テイアイ商会 １９２４年式シボレー貨物自動車２５０円売却


シボレ １ー９２４年式１００。シボレ １ー９２７年式７００
円売却予定１９２９．２．２０ １台 フォード１．５トン積 ２，２５０円
熊谷尾沢製糸所
☆１９２８．４．２８ １台 フォード１．５トン積 ２，０００円
☆１９２９．３．８ １台 フォード１．５トン積 （１，１５０円） トラック２台（代金２，３００円見当）購入申請，１台可決
八王子製糸所
１９２７．９．２９ １台 フォード１．５トン積 ２，３５４円４０銭 貨物自動車買替
１９２９．４．２８ １台 （ＡＡ型）フォード（１．５トン積） ２，１００円円見当 （古自動車（トラック）５００～６００円で売却予定）
多摩製糸株式会社 １９３０．４．１ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，３７０円
〈東北〉
岩手県是
製糸
盛岡工場 ☆１９３１．４．１８ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，２５０円 古貨物自動車８００円にて売却
福岡工場 ☆１９３２．５．１８ １台 シボレ １ー．５トン積ボデー付 ２，４００円
１９２７．９．１１ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，１３２円 宮城自動車商会 （宮城自動車商会へ）古自動車６００円売却
仙台製糸所 １９２９．７．８ １台 シボレートラック ２，３００円 古自動車７００円売却予定


１９３１．４．１５．乗用自動車ビック１９２９年型１，３００
円で買入☆１９３１．１２．２８ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，２００円
両羽製糸所 １９２９．６． １台 シボレー ２，３５０円 福島モーター商会 １９３０．７．３０．シボレー貨物自動車（１９２９年購入）高畠鉄道と激突
岩代製糸所 ☆１９３０．５．２８ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，２５０円
片倉磐城製糸株式会社 １９３０．４．２９ １台 シボレーＦＤＤ型 ２，２５０円 古自動車売却９５０円
１９２７．６．１５ １台 フォード１トン積 １，７５７円５０銭
片倉越後製糸株式会社 ☆１９２９．３．２８ １台 フォード ２，５００円 新潟市にて購入予定 旧車６５０～６６０円売却希望
☆１９３２．４．１８ １台 シボレ １ー．５トン積 ２，３４７円 鉄ボデ ２ー５０円含む
日東製糸金沢製糸所 １９３０．６．１０ １台 シボレー１トン積 ２，２７０円
〈東海〉
瑞浪製糸所
１９２９．２．１１ １台 シボレ ６ー気筒（１．５トン積） ２，６２４円 名古屋市・昭和自動車 愛知製糸所を経て購入
１９３１．（４．２８） １台 シボレ ６ー気筒（１．５トン積） ２，１００円 鉄製ボデー付補助スプリング外附属品共，旧車価格最高８００円見積・交換
☆１９２６．４．２８（１台）（シボレー）
☆１９２７．９．２８ １台 シボレー ２，１００円見当 「現在シボレー号貨物自動車２台アリ，内１台ハ損傷甚シク使用ニ堪ヘス，故ニ１台新規購入シタシ」
岐阜田中製糸所 ☆１９２９．２．８ １台 フォード又はシボレー １．５トン積
２，３２０円
２，１７０円見当
〔１１．２９．古貨物自動車２７５円にて高橋祐一自動車店
へ売却〕
１９３０．（５．１７） １台 シボレー ２，１１０円 昭和自動車会社岐阜支店
☆１９３２．４．２８ １台 シボレ １ー．５トン積鉄板張ボデー付 ２，５００円 １９２７．１０．購入貨物自動車買替
愛知製糸所 １９２９．４．２０ １台 フォード（１．５トン積） ２，３５０円
紀南製糸所
☆１９２８．４．８ １台 フォード１．５トン積 ２，１００円 横浜シャシー代，ボデー代（３００円）の合計
１９３１．５．２５ １台 フォード（１．５トン積） ２，１００円 旧貨物自動車シボレー１台５００円売却・交換
（注） （ ）内の記述は各年『取締役会議案綴』，〔 〕内の記述は各年『重要事項記録』に依る。
 ☆印は各年『取締役会議案綴』，それ以外は各年『重要事項記録』に基づく。
 ☆印の「購入年月日」は，取締役会上程日である。
 「台数」，「価格」の（ ）内の数値は，推定である。
（資料）『昭和二年度 重要事項記録 片倉製糸紡績会社庶務課』，『昭和四年度 重要記録 片倉製糸紡績会社』，『昭和五年
度 重要事項記録 片倉製糸紡績会社庶務課』，『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡績会社庶務課』，『自大正十五
年五月至昭和四年十二月 取締役会議案 庶務課』，『昭和四年度 取締役会議案綴 庶務課』，『昭和五年度 取締役会
議案綴 片倉製糸紡績会社庶務課』，『自昭和五年一月至昭和六年十二月 取締役会議案綴 本店庶務課』，『昭和七年度
取締役会議案 片倉製糸紡績会社』より作成。
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内の特約地盤に関しては，中央本線等の鉄道利
用による原料繭や生糸等の搬送を行っていたの
であろう。
② 須坂田中製糸所（所在地：上高井郡須坂
町）
須坂田中製糸所（１９３４年に田中製糸所と改
称）の申請の基づき，１９２９年４月２６日開催の片
倉本社の取締役会において，新Ａ型フォード
１．５トン積貨物自動車１台（代金２，３００円見当）
購入に関して審議している。後述の如く，この
貨物自動車の購入は，認可されたもようである。
さらに翌 ３々１年４月１８日に片倉本社の取締役会
において，３１年式フォード１．５トン積貨物自動
車１台（代金２，０３６円５０銭）の買入について審
議しており，須坂田中製糸所において現在使用
中の２８年式フォード貨物自動車は，８００円にて
売却を予定していた。須坂田中製糸所では，既
述のように，１９２７年に貨物自動車１台を備付け
ていたが，その後更新しつつ，１９２０年代末に貨
物自動車を１台から２台に増加していたことが
判明する。なお１９２８年購入のフォード貨物自動
車の使用期間は，３年間程であったことがわか
る。
須坂田中製糸所は，１９３０年代央に特約繭地盤
を長野県内のみに集中しており，就中上・下高
井郡，上・下水内郡，埴科郡などの北信地方の
求めていた１４）。須坂田中製糸所は，１９２７年に
特約取引繭量１２，７４１貫（特約取引率１０％）１５）に
すぎなかったが，１９３３年には特約養蚕組合（収
繭量１２８，８４０貫）に養蚕資金（２，４３０円），蚕種
（３０，４９７円），肥料（５２，３５３円）養蚕 取 次 品
（１３，４６４円）を配布・斡旋している１６）。
須坂田中製糸所は，同製糸所周辺諸郡を中心
に短・近距離圏内においては，自家用貨物自動
車を特約組合産繭その他の物資運送に充ててい
よう。その折には，須坂田中製糸所の貨物自動
車は，幹線道路の旧街道，即ち谷街道，北国街
道，飯山街道，大笹街道，松代道，戸隠道，大
町道などを疾駆していたものと推測する。遠距
離圏内にあっては，購入産繭の輸送に鉄道を利
用することになろう。なお須坂田中製糸所の申
請に基づき，１９２６年５月２８日開催の片倉本社の
取締役会において，須坂町道及び県道拡幅工事
費へ２，６００円の寄付承認について審議してい
る１７）。貨物自動車の効率的な輸送には，道路
整備は欠かせないであろう。そのため道路行政
支援として，片倉製糸＝須坂田中製糸所の出費
は，多額にのぼる。
③ 武井製糸所（所在地：上伊那郡伊那富
村）
武井製糸所の申請に依り，片倉本社は，１９２６
年５月２８日開催の取締役会に，１．５トン積貨物
自動車１台（代金２，７５０円，内割戻金１００円）の
購入に関する議案を上呈する。後述のようにこ
の案件は，取締役会の認可を得たようである。
次いで翌 ２々８年５月２８日に武井製糸所の申請に
基づいて，取締役会においてシボレー１トン積
貨物自動車１台（代金２，２９８円）購入について
審議している。この審議結果は明らかではない
が，承認を得たものと思われる。その後，１９３２
年５月１８日の取締役会において，シボレ １ー．５
トン積・鉄板張ボデー付貨物自動車１台（代金
２，３９０円）の購入を検討し，認許を下している。
また同時に武井製糸所が「昭和元年６月購入」
した貨物自動車は，「使用ニ堪ヘサルタメ」，こ
れを４００円にて「廃棄」する議案を承認する。
１９２６年６月購入の貨物自動車を１９３２年５月に廃
棄したのであれば，この貨物自動車は６年間使
用したことになる。昭和初年に武井製糸所
は，２台若しくは３台の貨物自動車を常備して
いたことが考えられる。既述のように，武井製
糸所は，１９２７年に貨物自動車３台を備付けてい
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１４７
る。複数の貨物自動車を常備することによって，
武井製糸所は，片倉製糸諸工場の中で後述の松
本製糸所と並ぶ最大規模の製糸工場であること
から，原料繭等の大量輸送が可能となったであ
ろう。
武井製糸所は，１９３０年代央に長野県内を中心
に三重県，奈良県，京都府において特約取引を
展開しており，長野県内では主に上伊那郡，東
筑摩郡を特約繭地盤としていた１８）。武井製糸
所は，１９２７年に同製糸所所属の千種・亀山両出
張所における特約取引繭量５８，００５貫（特約取引
率３３％）１９）であったが，１９３３年に至り，特約養
蚕組合（収繭量３４０，３６９貫）に養蚕資金（３，９３０
円），蚕種（７４，４２４円），肥料（１１４，８３１円），養
蚕取次品（４２，８３３円）を配布・斡旋する２０）。
武井製糸所は，短・近距離圏内の上記武井製
糸所周辺諸郡においては，自家用貨物自動車を
使用して特約組合産繭や蚕種，肥料その他の運
送を行い，また特約繭地盤の集中化に運搬手段
の近代化・高性能化（＝荷車・荷馬車から貨物
自動車へ転換）が大きな役割を果たしたものと
いえよう。なおその際には，武井製糸所は，幹
線道路の旧街道，即ち北国西街道（国道１９号），
中山道，伊那（三州）街道，権兵衛街道などを
貨物自動車によって走行していたのであろう。
④ 飯田製糸所（所在地：下伊那郡鼎村）
飯田製糸所は，１９３０年５月８日の片倉本社取
締役会におけるフォード１．５トン積貨物自動車
１台（代金２，３３０円）購入に関する審議を経
て２１），新型フォード１．５トン積トラック１台を
中信自動車より購入し，同年５月３１日到着する。
なお既述のように，飯田製糸所は，１９２７年に貨
物自動車１台を備付けていた。この貨物自動車
の購入に合わせて，飯田製糸所は，平屋建自動
車車庫１棟増築（建坪１５坪１合７勺）し，同年
５月２８日「落成」する２２）。次いで翌３１年７月
１７日開催の取締役会に，飯田製糸所の申請に基
づくＡ型新フォード１．５トン積貨物自動車１台
（代金２，１００円）の購入案件が上呈される。後
述の自動車定期検査台数から，上記貨物自動車
の購入は，取締役会の承認を受けた模様である。
飯田製糸所は，同年４月２３日に「道路損傷規定
ニヨル自動車使用廃止届」を長野県知事宛に提
出しており２３），同月２５日の「自動車定期検
査」において飯田製糸所所有のトラック１台が
「受検合格」する。さらに同年１０月２日に「飯
田警察署ニ於テ自動車定期検査」が執行され，
飯田製糸所所有の自動車２台が「受検合格」す
る。
飯田製糸所は，１９３０年９月４日に「貨物貸自
動車営業ノ件」の「許可」を得ており２４），同
製糸所所有の貨物自動車２台は，「自家用」以
外の用途にも利用されていたようである。１９３１
年６月１８日に自動車協会下伊那支部による「従
業者勤続表彰式」が飯田町仙鶴楼において挙行
され，飯田製糸所の運転手・唐沢富也が表彰を
受ける２５）。また同年４月３０日には，「フォード
会社移動博覧会」が飯田町において開催され，
「飯田自動車商会」の「招集」により，唐沢運
転手が出向していた。
飯田製糸所は，１９３０年代央に特約地盤の大部
分を長野県特に下伊那地方に求めており，県外
では隣接の愛知県から特約組合産繭を購入して
いる２６）。飯田製糸所は，１９２７年に特約取引繭
量２４，０４５貫（特約取引率２０．７％）２７）であった
が，１９３３年には特約養蚕組合（収繭量９４，１０２
貫）に養蚕資金（８，５１８円），蚕種（２３，８６８円），
肥料（２６，６７０円），養蚕取次品（２９，４６２円）を
配布・斡旋している２８）。
飯田製糸所は，自家用貨物自動車を駆使して，
同製糸所から短・近距離圏内にある特約養蚕組
合の産繭や蚕種，肥料，養蚕用具などの運搬を
実行していたのであろう。貨物自動車の導入に
１４８
よって，特約地盤の拡充と集中に寄与していた
であろうことは，想像に難くない。貨物自動車
輸送にあたっては，飯田製糸所は，幹線道路の
旧街道，即ち伊那（三州）街道（国道１５３号），
遠州街道（国道１５１号），秋葉街道，中山道，権
兵衛街道などを利用していたのであろう。
長野県内の片倉製糸の製糸工場は，上述の工
場以外に平野製糸所，尾沢製糸所，下諏訪製糸
所，松本製糸所があり，松本製糸所を除くと，
上記各製糸所は，１９３０円代央に主要な特約繭地
盤を長野県外，即ち茨城県，群馬県，山梨県に
求めていた２９）ことから，鉄道輸送に依存する
ことが多かったものと思われる，また資料の欠
除を併せ考えなければならないが，既述のよう
に，１９２７年に平野製糸所，尾沢製糸所，下諏訪
製糸所では貨物自動車の備付けがなく，長野県
内の短・近距離圏内にある特約養蚕組合には，
運送会社に依頼して組合産繭を初めとして物資
運搬を行っていよう。
松本製糸所（所在地：松本市）は，既述のよ
うに１９２７年に貨物自動車を２台備付けていたが，
複数の車輌常備は，松本製糸所が片倉製糸諸工
場の中で，川岸製糸所，武井製糸所と共に東日
本最大規模の製糸工場であることに伴う，大量
の原料繭等の輸送を必要としたことに由来しよ
う。１９２９年２月２８日に開催の片倉本社の取締役
会において，有限責任松本共栄運搬利用組合へ
の松本製糸所加入の案件を審議している３０）。
同製糸所は，「松本製糸所ニ於テ同組合ニ加入
シ貨物運搬上ノ利便ニ資センカタメニ」として，
５口（「一口金五十円」）加入を希望していた。
この議案は，取締役会において承認をみる。
松本製糸所は，１９３０年代央に片倉製糸の長野
県内の製糸工場の中で，最も多くの繭特約取引
を行っており，しかもこの繭特約取引をすべて
長野県内で展開している３１）。松本製糸所は，
長野県内では同製糸所周辺諸郡，即ち更級郡，
南・北安曇郡，東筑摩郡などへの特約地盤の集
中によって，貨物自動車による効率的な輸送が
松本製糸所所有の貨物自動車のみではなく，こ
れを補うために運送会社を利用する場合があっ
たことを示唆していよう。松本製糸所以外にも，
片倉製糸諸工場の中には補完的に運送会社を利
用していたケースも有りえよう。
松本製糸所は，１９２７年に特約取引繭量３６，８５０
貫（特約取引率１８．９％）３２）にどとまったが，１９３３
年には特約養蚕組合（収繭量３２３，５９８貫）に養
蚕資金（１７，５９６円），蚕種（７６，１４０円），肥料
（１０１，４５７円），養蚕取次品（６，７５０円）を配布
・斡旋している３３）。松本製糸所は，幹線道路
の旧街道，即ち北国西街道（国道１９号），千国
道，松本道（国道１４３号），保福寺道，武石道，
北国街道（国道１８号），中山道などを貨物自動
車を駆使して，原料繭（特約組合産繭を含む），
蚕種，肥料，養蚕用具などを搬送していたので
あろう。
 関東地方の片倉製糸諸工場
① 大宮製糸所（所在地：埼玉県北足立郡大
宮町）
大宮製糸所は，既述の如く，１９２７年末に貨物
自動車を２台常備していたが，１９２７年６月１３日
にシボレー自動車１台（代金２，１７０円）の購入
をみる。このシボレー車購入に先立ち，同年５
月１８日開催の片倉本社における取締役会におい
て，大宮製糸所の「自動車利用消防ポンプ購入
ノ件」（１台６５０円）が審議されている３４）。大
宮製糸所は，同年８月２４日に自動車利用ポンプ
（代金６７０円）を購入することになる３５）。貨物
自動車の用途としては，輸送手段以外に工場火
災に備えて，消火活動に利用することができた
のである。また『大宮製糸所要覧（片倉製糸紡
績株式会社）３６）』（１９２８年版）中の写真版「繭
受入場」に繭篭を満載した４台の貨物自動車が
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１４９
映っており，この内の１台には車体側面に片倉
の社名が印されている。他の貨物自動車の中に
は，運送会社の所有に係る車輌を含む可能性が
ある。なお１９３１年１２月２８日開催の片倉本社の取
締役会では，大宮製糸所が「昭和三年購入ノト
ラック修繕」（代金５７０円）に関する案件を審議
している３７）ことから，１９２８年に大宮製糸所が
貨物自動車を購入していたことが確認できる。
大宮製糸所は，１９２０年末に貨物自動車を複数車
輌常備していたことになる。
大宮製糸所には，１９３２年度に自動車車庫が２
ヶ所有り，このうち１ヶ所は平屋建木造亜鉛葺
８坪，他の１ヶ所は平屋建木造亜鉛葺６坪６合
９勺である３８）。翌年度には大宮製糸所の自動
車車庫は，２ヶ所共コンクリート造となり，後
者の車庫については，増築されて９坪５合６勺
に拡大している３９）。貨物自動車の増車に伴い，
車庫の増築が進んだのであろう。
大宮製糸所は，１９３０年代央に繭特約取引を埼
玉県中心に栃木県，千葉県，茨城県において行
っており４０），埼玉県内では大宮製糸所周辺諸
郡の南埼玉郡・北葛飾郡両郡を主要特約地盤と
していた４１）。大宮製糸所は，１９２７年に特約取
引繭量２８，７７９貫（特約取引率１０．２％）４２）であっ
たが，１９３３年には特約養蚕組合（収繭量２７０，４３１
貫）に蚕種（３３，７８３円），肥料（７０，５８３円），養
蚕取次品（２５，２６７円）を配布・斡旋してい
る４３）。
大宮製糸所は，同製糸所から短・近距離圏内
では，自家用貨物自動車を特約組合産繭，蚕種，
肥料，養蚕用具などの物資輸送に活用していた
であろう。その際には貨物自動車は，幹線道路
の旧街道，即ち中山道，日光道中，日光御成道，
川越浦和道，川越上尾道，秩父往還（川越秩父
道）などを疾駆していよう。なお，原料繭輸送
などを運送会社に一部依存していた可能性があ
る。
② 石原製糸所（所在地：埼玉県大里郡熊谷
町）
石原製糸所は，１９２７年６月１０日に大宮町のテ
イアイ商会より，１９２７年式シボレ １ー８馬力１．５
トン積貨物自動車１台（代金２，２５０円）を購入
している。さらに翌 ２々９年２月８日開催の取締
役会おいて，石原製糸所申請の新フォード１．５
トン積貨物自動車１台（代金２，３７０円）の購入
に関して審議しており，石原製糸所では旧シボ
レー貨物自動車２台は「殆ンド使用ニ堪ヘサル
ニヨリ」，１９２４年式貨物自動車は１００円，１９２７年
式貨物自動車は７００円でそれぞれ売却を予定し
ていた４４）。上記貨物自動車購入については，
取締役会の承認を経て，石原製糸所は，１２日後
の同月２０日に新フォード１台（代金２，２５０円）
を買入れる。石原製糸所は，老朽化した１９２４年
式シボレー貨物自動車を２５０円にて売却する。
１９２７年式シボレー車に関しては，売却せずに使
用した模様である。既述のように，１９２７年に石
原製糸所は，貨物自動車を２台備付ており，上
述を考え合わせると石原製糸所では，１９２７年～
１９２９年に貨物自動車２台を所有していたものと
判断できよう。
石原製糸所は，１９３０年代央に埼玉県を主体に
群馬県両県において繭特約取引を展開し，若干
部分を栃木県から特約購繭する４５）。石原製糸
所は，埼玉県内では北埼玉郡，大里郡，北足立
郡，入間郡，比企郡などを特約地盤としてい
た４６）。石原製糸所は，１９２７年に特約取引繭量
７１，７６０貫（特 約 取 引 率２９．７％）４７）で あ っ た
が，１９３３年には石原製糸所と分工場（旧熊谷尾
沢製糸所）を合せて，特約養蚕組合（収繭量
４４１，３４０貫）に養蚕資金（５８０円），蚕種（８９，９４６
円），肥料（１５８，７２３円），養蚕取次品（４３，５６０
円）を配布・斡旋する４８）。
石原製糸所は，幹線道路の旧街道，即ち中山
道，熊谷往還，日光脇往還，熊谷太田道などを
１５０
短・近距離圏内では自家用貨物自動車を駆使し
て走行し，繭市場より購入した原料繭輸送，さ
らには特約養蚕組合産繭，蚕種，肥料，蚕具な
どを運搬していよう。
③ 熊谷尾沢製糸所（所在地：埼玉県大里郡
熊谷町）
１９２８年４月２８日開催の取締役会において，熊
谷尾沢製糸所（１９３４年４月１日に熊谷製糸所と
改称）申請の新フォード１．５トン積貨物自動車
１台（代金２，０００円）の購入に関する案件を審
議している。さらに翌２９年３月８日開催の取締
役会では，熊谷尾沢製糸所の申請に基づいて，
フォード１．５トン積貨物自動車２台（代金２，３００
円見当）の購入について審議した結果，トラッ
ク１台の購入を「可決」する。このトラックは，
価格からして中古の貨物自動車と考えられる。
片倉製糸諸工場の中でも大規模な生産設備を有
する熊谷尾沢製糸所は，既述のように１９２７年末
に貨物自動車を３台常備しており，その後も複
数の車輌を所有していよう。
熊谷尾沢製糸所は，１９３０年代央に繭特約取引
を埼玉県中心に隣接諸県の群馬県と栃木県にお
いて展開する４９）。埼玉県内では熊谷尾沢製糸
所は，北埼玉郡を最大の特約地盤として，同製
糸所周辺諸郡の比企郡，秩父郡，大里郡におい
ても特約購繭を行う５０）。埼玉県において繭特
約取引を行う片倉製糸諸工場の中で，熊谷尾沢
製糸所は，唯一秩父郡を特約地盤としていた。
熊谷尾沢製糸所は，１９２７年に特約取引繭量
７６，４３７貫（特約取引率２２％）５１）であったが，前
述のように１９３３年には熊谷尾沢製糸所と石原製
糸所を合せた特約取引繭量４４１，３４０貫（特約取
引率８６．８％）５２）に拡大する。
熊谷尾沢製糸所は，基本的に短・近距離圏内
においては，自家用貨物自動車を使用して組合
産繭を初めとする物資輸送を行っていよう。そ
の際には貨物自動車は，幹線道路の旧街道，即
ち中山道，熊谷往還，日光脇往還，秩父往還
（熊谷秩父道），熊谷太田道などを走行してい
たのであろう。なお，１９３１年５月１４日に「秩父
鉄道会社ニ於テ毎年生繭輸送ニツキ特別取扱ヲ
ナス例ニヨリ」，熊谷町所在の熊谷尾沢製糸所，
石原製糸所，林組製糸熊谷製糸所，ル組製糸
所，松崎製糸所及び運送店などが熊谷尾沢製糸
所の講堂に会合し，運賃の協定を結んでい
る５３）。１９３０年代初めには熊谷尾沢製糸所は，
石原製糸所と共に秩父地方より購入した産繭に
ついては，鉄道輸送に依存した模様である。
埼玉県内には，片倉製糸と並ぶ有力製糸会社
として，石川製糸が存在する。石川製糸は，入
間郡及び川越市に本店工場，入間川工場，鵜ノ
木工場，扇町屋工場，川越工場を設置し，盛ん
に製糸活動を展開して優等糸製糸家として定評
があった。昭和初年に石川製糸は，本店工場に
旧型のフォードＴ型貨物自動車２台と新型フォ
ード貨物自動車１台を所有し，この貨物自動車
を使って川越工場を初め県内各工場に原料繭を
運んだり，各工場製造の生糸を集めたり，また
横浜へ生糸の運搬も行っていたという５４）。貨
物自動車の導入以前には，，荷馬車によって原
料繭を石川製糸各工場に運んでいたとのことで
ある。
埼玉県において貨物自動車を所有する製糸会
社として，合名会社渡辺組製糸所を挙げること
ができる。渡辺組鴻巣製糸所は，１９３３年度に乗
用自動車車庫（木造トタン葺５坪）以外に，貨
物自動車車庫兼寄宿舎（木造トタン葺１階８坪，
２階８坪，延１６坪）を有していることから，貨
物自動車の常備が判明する５５）。
埼玉県には，片倉製糸の傍系製糸会社とし
て，１９２６年７月創立の武州製糸株式会社（１９３３
年８月に片倉製糸と合併し，東武製糸所と改
称）が存在するが，貨物自動車の所有について
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１５１
は明らかではない。
④ 八王子製糸所（所在地：東京府南多摩郡
小宮町）
八王子製糸所は，１９２７年９月２９日にフォード
１．５トン積貨物自動車１台（代金２，３５４円４０銭）
の「買替」を行う。既述のように，１９２７年末に
八王子製糸所備付けの貨物自動車１台は，この
購入貨物自動車であろう。この「買替」によっ
て処分した古自動車は，購入年度は明らかでは
ないが，１９２７年以前に八王子製糸所が購入して
いたことになる。さらに１９２９年４月２１日に八王
子製糸所は，片倉本社に新フォードトラックの
買入許可申請を行い，同月２８日の取締役会にお
いて，ＡＡ型新フォード１．５トン積トラック１
台（代金２，０５０円）の購入と，古自動車は時期
をみて５００円乃至６００円にて売却予定とする案件
について審議する５６）。取締役会の「許可」を
得て，八王子製糸所は，古自動車売却代金を差
し引き，１，７７３円にて貨物自動車を買入れてい
る。１９２９年買換の貨物自動車が１９２７年９月購入
の貨物自動車であったとすれば，この貨物自動
車の使用期間は，２年未満ということになる。
八王子製糸所は，１９３０年代央に特約産繭の大
半を隣接の神奈川県より調達し，そのほか東京
府，埼玉県，山梨県を特約地盤とする５７）。１９２９
年に八王子製糸所は，特約組合５５組合を傘下に
収め，特約組合に肥料以外にも片倉製蚕種
２４，７５０枚，桑苗１０，３５０本を配給・斡旋していた。
八王子製糸所の特約養蚕組合数は，１９３１年には
１１１組合に増加する５８）。僅か２年間で特約養蚕
組合が２倍という急増振りである。八王子製糸
所は，１９２７年に特約取引繭量４３，２４８貫（特約取
引率１７．８％）５９），１９３０年度に特約取引繭量４５，７７６
貫（特約取引率２６％，内訳「特約」取引繭量１０，５６４
貫・同６％，正量取引繭量３５，２１２貫・同２０％）６０）
であったが，１９３３年には特約養蚕組合（収繭量
２９０，２７９貫）に養蚕資金（１１，５２７貫），蚕種（７１，２８０
円），肥料（３１，００３円），養蚕取次品（３０，９８９
円）を配布・斡旋する６１）。
八王子製糸所は，繭特約取引の拡大と共に，
短・近距離圏内にある特約養蚕組合の産繭や蚕
種，肥料，桑苗，養蚕用具などの輸送に自家用
貨物自動車の利用が増すことなったものと考え
られる。その際に貨物自動車は，幹線道路の旧
街道，即ち甲州街道，八王子道，矢倉沢往還，
東海道，中原道，鎌倉街道，神奈川往還（町田
街道）などを疾駆したのであろう。
八王子製糸所は，１９２７年９月１６日に貨物自動
車に生糸を積み込み，桐生市まで運搬を試み
る６２）。この所要時間は５時間，即ち同製糸所
を午前３時に出発し，午前８時に桐生に到着し
た。貨物自動車による生糸運搬から生ずる損傷
の有無にいては，「成績良好ナリ」という結果
であった。八王子製糸所には，国用生糸販売部
があり，従来の鉄道を利用した絹織物産地の桐
生までの生糸運搬を貨物自動車に代えて，運送
時間や品傷み等を確かめる試みをこの年に始め
たであろう。後述のように，八王子製糸所は，
運送会社を利用して貨物自動車によって輸出向
生糸を横浜まで輸送していたが，国内向生糸に
おいても貨物自動車によって運搬することにな
ったのである。
⑤ 多摩製糸株式会社（所在地：東京府西多
摩郡熊川村）
多摩製糸株式会社は，片倉製糸の傍系製糸会
社として１９２９年１１月に創立し，翌３０年２月１日
に事業開始する。同社は，武州製糸株式会社や
後述の岩手県是製糸株式会社，片倉磐城製糸株
式会社，片倉越後製糸株式会社などと共に，１９２０
年代後半に続々と設立される，片倉製糸が資本
参加し，委任経営を受ける傍系製糸会社の１つ
である。
１５２
多摩製糸株式会社は，片倉本社の取締役会の
審議を経て，１９３０年４月１日に新シボレ １ー．５
トン積貨物自動車１台（代金２，３７０円）を購入
する６３）。多摩製糸株式会社は，開業後早々に
貨物自動車を所有していたことになる。
多摩製糸株式会社は，１９３０年代央に埼玉県と
東京府を特約繭地盤としており６４），埼玉県内
では東京府と隣接する入間郡において繭特約取
引を展開していた６５）。多摩製糸株式会社は，
１９３０年度に特約取引繭量１９，１５０貫（特約取引率
２３％）６６）にとどまったが，１９３３年には特約養蚕
組合（収繭量１５６，９２１貫）に養蚕資金（５，３９５
円），蚕種（２１，８９４円），肥料（４６，１３２円），養
蚕取次品（２１，４２１円）を配布・斡旋してい
る６７）。同社は，１９３０年代に入り特約取引が急
速に進展してたことが窺える。繭特約取引の急
進展には，輸送手段としての貨物自動車の果し
た役割を軽視することはできないであろう。
多摩製糸株式会社は，幹線道路の旧街道，即
ち日光脇往還，川越八王子道，川越所沢道，五
日市街道，奥多摩街道などを自家用貨物自動車
を駆使して走行し，短・近距離圏内にある特約
地盤を巡って，組合産繭及び蚕種，肥料，養蚕
用具その他を運搬していたことであろう。
 東北地方の片倉製糸諸工場
① 岩手県是製糸株式会社
片倉製糸の傍系製糸会社である岩手県是製糸
株式会社は，１９２９年の創立から１９３３年までの間
に盛岡工場，高田工場，千廐工場，福岡工場を
開設するが，貨物自動車所有の工場は，盛岡工
場と福岡工場についてのみ資料上判明する。
岩手県是製糸株式会社の主工場・盛岡工場
（所在地：岩手県盛岡市）は，同社創立に際し，
片倉製糸の盛岡製糸所の譲渡を受けたことに始
まる。１９３１年４月１８日開催の片倉本社取締役会
において，盛岡工場申請の１９３１年式シボレー
１．５トン積貨物自動車１台（代金２，２５０円）の購
入について審議する。古貨物自動車は，８００円
で売却の予定であった。取締役会の審議内容か
ら，盛岡工場は創業当初より，貨物自動車を所
有してことが推測できる。片倉盛岡製糸所当時
に所有していた貨物自動車を其の儘使用してい
たことを窺わせる。
盛岡工場は，１９３０年代央に岩手県内のみで繭
特約取引を行っており，県内では同工場本拠地
の岩手郡（盛岡市を含む）のほか，下閉伊郡，
西磐井郡が特約地盤であった６８）。盛岡工場は，
片倉盛岡製糸所当時，１９２７年に特約取引繭量
２１，３１３貫（特約取引率３１．２％）６９）であったが，
１９３３年には特約養蚕組合（収繭量１３３，８３３貫）
に養蚕資金（１７，１３３円），蚕種（３１，２０８円），肥
料（２９，１２４円），養蚕取次品（１３，０１５円）を配
布・斡旋している７０）。片倉盛岡製糸所から岩
手県是製糸盛岡工場へ変ってから，急激に特
約取引が進展したことを窺うことができる。岩
手県是製糸株式会社は，設立当時より養蚕組合
と協力提携して，特約取引を行っており，盛岡
工場は，短・近距離圏内にある特約養蚕組合の
産繭，蚕種，肥料，養蚕用具などの物資輸送に
自家用貨物自動車を利用することで，効率化を
推し進めることができたものと思われる。
福岡工場（所在地：岩手県二戸郡福岡町）は，
岩手県是製糸株式会社諸工場の中で，最も設置
が遅く，１９３３年３月８日に事業開始する。１９３２
年５月１８日開催の片倉本社取締役会において，
福岡工場第１期工場予算承認の案件の中に，シ
ボレ １ー．５トン積ボデー付貨物自動車１台（代
金２，４００円）が計上されている。
福岡工場は，１９３０年代央に岩手県内を主要特
約地盤として，隣接諸県の青森県と秋田県にお
いても特約取引を行っていた７１）。福岡工場の
岩手県内の特約地盤は，同工場所在地の二戸郡
と下伊閉郡に求めている。福岡工場は，１９３３年
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１５３
に特約養蚕組合（収繭量６８，３２４貫）に養蚕資金
（１，０８０円），蚕種（１７，１６３円），肥料（６，４４４円），
養蚕取次品（１２，５３１円）を配布・斡旋してい
る７２）。福岡工場は，短・近距離圏内にある特
約養蚕組合に対しては，組合産繭や蚕種，肥料，
養蚕用具などの輸送に自家用貨物自動車を使用
していよう。
１９３０年８月６日操業の高田工場（所在地：岩
手県気仙郡高田町）は，１９３１年に「自家用自動
車」の管理人変更届を提出し，同年１２月３日に
この件につき巡査が来場している７３）。この
「自家用自動車」が貨物自動車であるとすれば，
高田工場は，操業間も無い１９３１年に既に貨物自
動車を所有していたことになる。なお高田工場
は，１９３３年に特約養蚕組合（収繭量１３８，４９１
貫）に養蚕資金（１８，４２５円），蚕種（２６，９９２円），
肥料（１８，６０８円），養蚕取次品（２８，５０２円）を
配布・斡旋している７４）。千厩工場については，
１９３３年に特約養蚕組合（収繭量１３４，９８０貫）に
養蚕資金（１１，１６７貫）蚕種（２８，７６７円），肥料
（２７，６８０円），養蚕取次品（２５，８０５円）を配布
・斡旋しており７５），上記３工場同様，貨物自
動車を備付けていた可能性がある。
岩手県是製糸株式会社は，幹線道路の旧街道，
即ち奥州街道，八戸街道，浜街道，盛街道，小
本街道，閉伊街道，石巻街道などを使って自家
用貨物自動車を走らせていたものと思われる。
② 仙台製糸所（所在地：宮城県仙台市）
片倉本社では，仙台製糸所の申請に基づき，
１９２７年８月１８日開催の取締役会において，新シ
ボレー１トン積貨物自動車１台の購入について
審議している。後述の購入貨物自動車の積載ト
ン数から，１．５トン積の誤りと考えられる。購
入価格の内訳は，「新品」貨物自動車１，７３２円５０
銭，大阪～仙台間運賃１５１円７５銭，ボデ ２ー５０円
であり，「従来使用ノ古自動車」に関しては，
５００円見当にて売却の意向であった７６）。既述の
ように，１９２７年末に仙台製糸所備付けの貨物自
動車１台は，上記購入貨物自動車であろう。仙
台製糸所では，１９２７年以前に貨物自動車を所有
していたことが判明する。この取締役会の審議
を経て，仙台製糸所は，翌９月１１日に宮城自動
車商会よりシボレ １ー．５トン積貨物自動車１台
を附属品一式共に２，１３２円にて購入する。なお
古自動車は，同時に６００円にて売却する。さら
に１９２９年７月８日に，仙台製糸所は，シボレー
貨物自動車１台（代金２，３００円）を購入してい
る。また１９３１年１２月２８日開催の取締役会におい
て，仙台製糸所使用の貨物自動車に代えて，
「新品同様ノ」シボレ １ー．５トン積貨物自動車
１台（代金１，５００円）の購入について審議して
いる。現在使用中の貨物自動車は，７００円にて
売却できるため，差額８００円にて購入可能であ
るとする。今回売却処分の貨物自動車が１９２７年
又は１９２９年購入の貨物自動車であるとすれば，
４年余又は２年余の使用期間であったことにな
る。１９３０年前後に，仙台製糸所では自家用貨物
自動車は，１台から２台に増加した可能性を否
定できない。
仙台製糸所は，１９３０年代央に繭特約取引を宮
城県と福島県において展開しており，特約地盤
の大半は，宮城県にあった７７）。宮城県内では，
県南地方を主要特約地盤とし，隣接する福島県
北部にかけて，仙台製糸所の特約取引圏内であ
った。仙台製糸所は，特約養蚕組合に１９２７年に
おいて普及団製蚕種７，１８４枚・２，５９８オンス，肥
料７，５３９叺７８），１９３１年には蚕種２４，３２６枚７９）をそ
れぞれ販売していた。仙台製糸所は，１９２７年に特
約取引繭量７９，０７２貫（特約取引率３０．４％）８０）に
とどまったが，１９３３年には特約養蚕組合（収繭
量２８７，０３３貫）に養蚕 資 金（１，６４０円），蚕 種
（５８，３７５円），肥料（５０，８９４円），養蚕取次品
（５５，９８４円）を配布・斡旋するまでになる８１）。
１５４
繭特約取引の拡大と共に，特約組合産繭のほ
か，蚕種，肥料，養蚕用具などの効率的且つ迅
速な輸送に貨物自動車の利用が増加していった
ことであろう。その際に，仙台製糸所では，自
家用貨物自動車による物資輸送を幹線道路であ
る旧街道，即ち奥州街道，江戸浜街道，石巻街
道，作並街道，二口越出羽道，七ヶ宿街道など
を利用していたのであろう。
③ 両羽製糸所（所在地：山形県東置賜郡高
畠町）
両羽製糸所は，１９２９年６月に福島モーター商
会より，新シボレー貨物自動車１台（代金２，３５０
円）を購入する。翌３０年７月３日午前８時５０分
に，両羽製糸所が前年に購入した新シボレー貨
物自動車が同製糸所より約２００先の高畠鉄道
踏切を横断中に電車と激突し，「機関部ハ異状
ナカリシモ」，荷台側面部分は粉砕飛散する，
という事故が起きた８２）。この貨物自動車には
運転手・荒木竹蔵，運転助手，積取人，組合員
２名，合わせて５名が乗車していた。
両羽製糸所は，１９３０年代央に山形県を中心に
福島県，宮城県，秋田県に亘って，特約購繭し
ている８３）。両羽製糸所は，１９２７年に特約取引
繭量４６，８４３貫（特約取引率４７．８％）８４）であった
が，１９３０年度には特約取引繭量１７０，６３２貫（特
約取引率１００％）８５）を実現している。両羽製糸
所は，特約養蚕組合に１９３０年春蚕期に蚕種
１４，０００枚を配給し，養蚕技術員を７０名派遣す
る８６）。そして初秋蚕期に蚕種８，８００枚，晩秋蚕
期には蚕種７，２００枚をそれぞれ配付する。１９３３
年に両羽製糸所は，特約養蚕組合（収繭量
２２２，６８０貫）に養蚕資金（２９，６６６円），蚕種（４８，７７８
円），肥料（４６，４２１円），養蚕取次品（４０，４１５
円）を配布・斡旋する８７）。片倉製糸の諸工場
の中で，早期に繭特約取引を拡大した，両羽製
糸所が特約組合産繭や蚕種，肥料，養蚕用具等
の輸送に自家用貨物自動車１台では不足してい
たことであろう。輸送力不足を補うために，両
羽製糸所は，運送業者に依存することになる。
１９３０年６月１０日に第２表に示すように，両羽製
糸所は，貨物自動車運送会社と生繭運賃の協定
を結んでいる。同表に依れば，運賃は，貨物自
動車１台（繭積載量３００～２５０貫）当たり，距離
により１７円（北・南小国村）から３円（小松村
・上郷村）までの間にあり，生繭運搬地域は，
西置賜郡（北小国村，南小国村，小国本村，沼
沢村，蚕桑村，長井町），南置賜郡（簗沢村，
南原村，上郷村，玉庭村），米沢市，東置賜郡
（小松村），西村山郡（宮宿村，松程村，玉ノ
井村，本郷村），東村山郡（山辺町，天童町），
山形市に亘っていて，両羽製糸所の特約地盤は，
山形県内においては県南地方にあったことがわ
かる。上述の交通事故によって，両羽製糸所の
貨物自動車が大破したことで一時的にせよ運送
会社への依存が高まることになろう。
第２表 両羽製糸所の貨物自動車業者との生繭協定運賃（１９３０年）
地名 料金 地名 料金 地名 料金 地名 料金
北南 小国
円
１７．００ 天童
円
１０．００ 玉庭
円
６．００ 本郷
円
１０．００
本小国 １５．００ 米沢 ３．５０ 長井 ６．００ 山辺 １１．００
宮宿 松程 玉ノ井 １４．００ 小松 ３．００ 蚕桑 ６．００ 南原 ４．００
沼沢 １１．００ 山形 ７．５０ 上郷 ３．００ 簗沢 ４．００
（注） 貨物自動車１台１往復各地点より製糸工場までの積載量３００～２５０貫の運賃。
（資料）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡績会社庶務課』より作成。
１５５
両羽製糸所は，短・近距離圏内にある特約地
盤には，幹線道路の旧街道，即ち米沢（会津）
街道（国道１２１号），越後街道（国道１１３号），羽
州街道，六十里越街道，二井宿街道などを自家
用貨物自動車を駆使して走行し，特約養蚕組合
産繭のほか，蚕種，肥料，養蚕用具などの物資
輸送にあたっていたことが推測できる。
④ 岩代製糸所（所在地：福島県郡山市）
岩代製糸所の申請に基づいて，１９３０年５月２８
日開催の取締役会において，シボレ １ー．５トン
積貨物自動車１台（価格２，２５０円）の購入に関
して審議を行い，承認を与えている。記述のよ
うに，岩代製糸所は，１９２７年末に貨物自動車を
２台常備しており，この内の１台が今回買換と
なったのであろう。岩代製糸所は，東北地方所
在の片倉製糸諸工場の中で最大の工場規模を有
していることから，原料繭等の輸送に複数の車
輌が必要だったのであろう。
岩代製糸所は，１９３０年代央に繭特約取引を福
島県と栃木県のおいて展開し，特約地盤の大半
を福島県に求め，栃木県からの特約購繭は僅か
であった８８）。１９３０，３１年には，岩代製糸所の
購繭・特約地盤は，福島県内では東・西白河郡，
岩瀬郡，石川郡，安積郡，田村郡，安達郡，伊
達郡，信夫郡，北会津郡に及び，栃木県，茨城県
においてはそれぞれ福島県に隣接する那須郡・
塩谷郡，久慈郡にあった８９）。その後，岩代製糸
所は茨城県から撤退し，福島県内，特に岩代製糸
所周辺諸郡への特約地盤の集中化を推し進めて
いったようである。岩代製糸所は，１９２７年に特
約取引繭量８６，２０２貫（特約取引率３０％）９０），１９３０
年度正量取引９３，０００貫（特約取引率３９％）９１）で
あり，１９３３年には特約養蚕組合（収繭量３７２，０６５
貫）に養蚕資金（１８，７３３円），蚕種（７９，７０３円），
肥料（５２，４２８円），養蚕取次品（２５，１２０円）を
配布・斡旋する９２）。
岩代製糸所所在地の郡山市は，福島県中央部
にあり，交通上要衝の地であった。岩代製糸所
は，幹線道路である旧街道，即ち奥州道中（国
道４号），二本松（越後）街道（国道４９号），御
斎所街道，水戸街道，磐城街道，奥州西街道な
どを通じて，特約養蚕組合の産繭や蚕種，肥料，
養蚕用具などを自家用貨物自動車によって，輸
送を行っていたのであろう。
⑤ 片倉磐城製糸株式会社（所在地：福島県
石城郡平町）
１９３０年４月８日に片倉本社にて開催の取締役
会において，片倉磐城製糸株式会社使用の貨物
自動車を新シボレー貨物自動車と取替えるため，
内金１，３００円の支払いを巡り，審議する９３）。取
締役会の承認を得て，片倉磐城製糸株式会社は，
凡そ２０日後の４月２９日に古自家用貨物自動車を
９５０円にて売却し，新シボレーＦＤＤ型貨物自
動車１台（代金２，２５０円）を購入する。翌３１年
１月２３日に，警察署から自動車車庫規定により
「トタン張」を求める「示達」があるほか，同
年１１月８日には平警察署にて，自動車車体検査
の「執行」を受けている９４）。
片倉磐城製糸株式会社は，１９２９年１月１２日に
創立し，同年６月２１日操業を開始していたこと
から，同社開業当初より貨物自動車を使用して
いたことになる。ただし，翌年に新型貨物自動
車に「交換」したことは，中古貨物自動車を使
用していたのであろう。
片倉磐城製糸株式会社は，１９３０年代央に特約
地盤を福島県と茨城県に求めていたが，最大の
特約地盤は福島県内にあり，茨城県からの特約
購繭は僅かであった９５）。片倉磐城製糸株式会
社の福島県内の繭特約取引は，同社近郊の太平
洋沿岸の県東南部諸郡，即ち石城郡，双葉郡両
郡を中心に展開していよう。片倉磐城製糸株式
会社は，所在地が茨城県に比較的近い地理的関
１５６
係と福島県内に特約地盤を有する岩代製糸所と
の競合を避けて，福島県隣接の茨城県域内を特
約地盤に含むことになったのであろう。片倉磐
城製糸株式会社は，既に１９３０年度に特約取引繭
量７６，０００貫（特約取引率８４％）９６）に達しており，
その後さらに特約取引が進展する。同社は，１９３３
年に特約養蚕組合（収繭量１０９，４０６貫）に養蚕
資金（３６，０２８円），蚕種（２３，８９７円），肥料（２５，６０３
円），養蚕取次品（１８，３４４円）を配布・斡旋し
ている９７）。
片倉磐城製糸株式会社は，幹線道路の旧街道，
即ち浜街道（国道６号），磐城街道（国道４９号），
御斎所街道などを利用して，自家用貨物自動車
による特約組合産繭，蚕種，肥料，その他の運
搬を行っていたものと思われる。
⑥ 片倉越後製糸株式会社（所在地：新潟県
中蒲原郡村松町）
１９２７年５月１８日開催の取締役会（片倉本社）
において，片倉越後製糸株式会社使用の貨物自
動車及び自動車利用消防ポンプ１台（代金６５０
円）各購入に関する審議を行っている９８）。こ
の案件は承認を得た模様で，約１ヶ月後の６月
１５日に片倉越後製糸株式会社は，フォード１ト
ン積貨物自動車１台（代金１，７５７円５０銭）を購
入し，自動車利用喞筒（代金６５０円）を１１月２
日に買入れる。片倉越後製糸株式会社は，１９２７
年７月１日に創立し，同年１１月１日に操業開始
していることから，同社創立前に片倉製糸の取
締役会における貨物自動車の購入決議と貨物自
動車の購入準備を済ましてしたことが窺える。
春蚕期の産繭購入を直ちに出来る体制作りの上
で，輸送手段の確保は，緊急を要したのであろ
う。さらに翌々年に片倉越後製糸株式会社より，
新型フォード（貨物自動車）１台（代金２，５００
円）の購入（購入地・新潟市内）と６５０～６６０円
にて旧車売却の希望を片倉本社に申請し，１９２９
年３月２８日開催の取締役会において審議の結果，
この案件は承認される。売却処分した旧車が
１９２７年の購入車であるとすれば，使用期間は２
年未満と短いことから，或いは中古自動車だっ
た可能性も否定できない。１９３０年末に片倉越後
製糸株式会社は，新フォード１トン積貨物自動
車１台と自動車利用喞筒付フォード自動車１台
を所有していた９９）。片倉越後製糸株式会社は，
１９３０年には昨年と今年購入した貨物自動車合わ
せて２台を備付けていたようである。１９３１年６
月１８日開催の片倉本社の取締役会において，片
倉越後製糸株式会社にて旧型フォード車を金沢
工場（日東紡績株式会社金沢製糸所）へ譲渡し
たため，ポンプ専用として中古品の自動車利用
喞筒専用車（価格６３０円）の購入について審議
していた１００）。金沢製糸所へは，１９２９年購入の
フォード貨物自動車を譲渡したのであろう。日
東紡績金沢製糸所へ譲渡した，１９２９年購入の
貨物自動車の使用期間は，２年数ヶ月というこ
とになる。また，片倉本社における１９３２年４月
１８日開催の取締役会では，片倉越後製糸株式会
社より，「現在ノ処地方ハ定期運搬業ノミニテ
利用困難ノ為メ」，１９３２年型シボレ １ー．５トン積
貨物自動車１台（代金２，０９７円），鉄ボデー（代
金２５０円），合計２，３４７円の購入申請につき，審
議している。この片倉越後製糸株式会社の申請
の際に，「収支年額利益〆六五円」を計上して
いる。この金額は，運送会社を利用せずに自家
用貨物自動車を使用することによって生ずる
「利益」を算出した数値であろう。
片倉越後製糸株式会社は，１９３０年代央に新潟
県を主体に山形県と秋田県において，繭特約取
引を行っている１０１）。郡是製糸の内部資料に依
れば，片倉製糸は，１９３７年に新潟県内では中蒲
原郡を中心に岩船郡，北蒲原郡，西蒲原郡にお
いて，合せて１２５万貫余を購繭している１０２）。こ
の片倉製糸の購繭量は，郡是製糸の購繭量の
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１５７
２．５倍にのぼり，片倉製糸は新潟県下越地方最
大の購繭製糸家であった。片倉製糸諸工場の中
で，片倉越後製糸株式会社が新潟県を最大の特
約地盤としていたことから，同社が本拠地とす
る中蒲原郡を中心とする周辺諸郡を特約地盤と
していたものと思われる。片倉越後製糸株式会
社は，１９３０年度に特約取引繭量２３，４４０貫（特約
取引率１７％）１０３）にすぎなかったが，その後急速
に特約取引が進展する。同社は，１９３３年に特約
養蚕組合（収繭量１９４，８９６貫）に養蚕資金（１，６００
円），蚕種（３２，９５５円），肥料（２２，９５５円），養
蚕取次品（７，８１４円）を配布・斡旋している１０４）。
片倉越後製糸株式会社は，幹線道路の旧街道，
即ち若松街道，会津街道，北国浜街道，米沢街
道などを通って，短・近距離圏内では自家用貨
物自動車による特約組合産繭，蚕種，肥料，養
蚕用具などの輸送を行い，遠距離圏内では羽越
本線などの鉄道輸送に依存していたのであろう。
新潟県には，片倉越後製糸株式会社のほかに，
片倉の傍系製糸会社として片倉共栄製糸株式会
社（１９２９年１２月５日創立。翌年２月１１日操業開
始）が存在するが，貨物自動車の所有に関して
は明らかではない。
⑦ 日東紡績株式会社金沢製糸所（所在地：
石川県金沢市）
日東紡績株式会社金沢製糸所は，１９３０年６月
１０日にシボレー１トン積貨物自動車１台（代金
２，２７０円）を購入している。同社金沢製糸所は，
１９２９年１２月に片倉製糸の製糸工場として工事中
の金沢製糸所を日東紡績株式会社に移管し，翌
３０年５月に操業を開始する。日東紡績株式会社
金沢製糸所は，創業間も無く貨物自動車を購入
しており，その購入日からして産繭出廻り時期
に合わせたものであろう。前述のように，１９３１
年に片倉越後製糸株式会社より旧フォード貨物
自動車の譲渡を受けており，従ってこの年には
日東紡績株式会社金沢製糸所に２台の貨物自動
車を常備していたことになる。
日東紡績株式会社金沢製糸所は，１９３０年代央
に石川県を中心に新潟県，福井県，富山県，福
島県，滋賀県を特約地盤としていた。郡是製糸
の内部資料に依れば，片倉製糸は１９３０年に石川
県一円で郡是製糸を凌ぐ購繭をしており，特に
鳳至郡を有力な購繭地とし，羽咋郡，江沼郡を
含む３郡が主要購繭地であった１０５）。また同年
に主な購繭者として片倉製糸は，石川県に隣接
する福井県坂井郡と丹生郡に登場する。１９３７年
に至ると，日東紡績株式会社は，石川県最大の
特約製糸として同県三大養蚕地方である羽咋郡，
河北郡，能美郡を主要特約地盤としていた１０６）。
日東紡績金沢製糸所は，１９３３年に特約養蚕組
合（収繭量９８，１６９貫）に養蚕資金（２，８３０円），
蚕種（２９，４９５円），肥料（２７，４５２円），養蚕取次
品（１１，０５７円）を配布・斡旋する１０７）。
日東紡績金沢製糸所は，幹線道路の旧街道，
即ち北陸街道（国道８号），能登街道（国道１５９
号），外浦街道（国道２４９号），内浦街道（国道
２４９号）などを利用して，短・近距離圏内では
特約組合産繭や蚕種，肥料，養蚕用具などを自
家用貨物自動車によって運搬していたのであろ
う。遠距離圏内にあっては，北陸本線などの鉄
道輸送を利用していたことが考えられる。
 東海地方の片倉製糸諸工場
① 瑞浪製糸所（所在地：岐阜県土岐郡瑞浪
町）
片倉製糸が１９２６年３月に伊藤製糸工場を買収
し，翌４月１日に瑞浪製糸所と改称の上，同月
１５日操業開始する。瑞浪製糸所は，片倉本社の
認可を得た上で，１９２９年２月１１日に愛知製糸所
を経て，名古屋市中区大池町の昭和自動車株式
会社より新シボレー６気筒貨物自動車１輌（代
金２，６２４円）を買入れる。シボレー（ゼネラル
１５８
モータース）は，１９２９年型以降，６気筒となり，
４気筒より優れていることを提唱している。同
年に瑞浪製糸所は，自動車車庫（６坪）を建築
する１０８）。その後，１９３１年４月２８日開催の取締
役会において，瑞浪製糸所の申請による貨物自
動車の「買換」について審議しており，その内
容は，１９３１年式フォード１．５トン積貨物自動車
１台（附属品一式共）の価格２，０００円として，
「旧車」（代金７００円）引渡の上，現金１，３００円
を支払い，新車と交換するというものであった。
上記取締役会の承認を受けて，瑞浪製糸所は，
１９３１年式シボレー６気筒貨物自動車１台（鉄製
ボデー，補助スプリングほか附属品一切共）を
購入し，代金については「旧品」１台を引渡し
て，現金１，３００円を支払うことで決済する。瑞
浪製糸所では，中古自動車，即ち「旧品」の価
格を最高８００円と見積もっているところから，
この新貨物自動車の価格は，２，１００円というこ
とになる。瑞浪製糸所が売却処分した，上記古
貨物自動車は，１９２９年２月１１日に買入れた２９年
式シボレー６気筒貨物自動車であった１０９）。こ
の貨物自動車購入の理由は，「四囲道路悪シキ
為順次修繕止ムナク却ツテ此ノ際新品ニ買替タ
ル方得策ナル」ためであった。悪路事情により，
故障が多く，新車の貨物自動車でも僅か２年余
の使用期間にすぎない。
瑞浪製糸所は，１９３０年代央に繭特約取引を岐
阜県を主体に，隣接の愛知県において展開して
いる１１０）。瑞浪製糸所は，１９２９年７月３０日に岐
阜県恵那郡の有力者・勝野製糸所と相計り，土
岐・恵那２郡の営業製糸及び有力問屋を取り纏
め，「親睦会」を組織する１１１）。これにより，初
秋・晩秋期共購繭上，非常に有利となったとい
う。また同様に，瑞浪製糸所所属の多治見出張
所部内では，岐阜県可児郡，加茂郡の「交友
会」に加入し，このため購繭上，極めて有利で
あった，と指摘している。瑞浪製糸所は，１９２９
年に既に特約取引率が８割に達しており，同製
糸所の特約地盤は，瑞浪製糸所周辺諸郡の上記
土岐郡，恵那郡，可児郡，加茂郡を中心にして
いたものと推測できる。岐阜県は，全国でも有
数の養蚕県であり，その中で加茂・恵那両郡は，
岐阜県において二大養蚕地方である。既述のよ
うに，片倉川岸製糸所も長野県に隣接する岐阜
県恵那郡を瑞浪製糸所共々，特約地盤としてい
た。
瑞浪製糸所は，１９２９年には，２月６日に「調
節原料」として，片倉愛知製糸所より秋白乾繭
３３２貫２８０匁，また２月８日に片倉岐阜田中製糸
所より同じく乾繭６５０貫匁の「送荷」をそれぞ
れ受ける１１２）。瑞浪製糸所は，１９２９年春蚕期に
蚕作は非常に良好ながら，「桑葉大不足」が生
じた際に，３齢より愛知県方面から桑葉約２万
貫を買入れて，各特約養蚕組合に配布する。ま
た瑞浪製糸所は，１９３１年に春蚕白繭３，４９５貫４７０
匁を一宮製糸所（片倉愛知製糸所）へ移送し，
逆に同製糸所から春蚕黄繭６，７４７貫５０匁を受入
れている１１３）。瑞浪製糸所は，１９３１年に掃立蚕
種１１，８８０枚半を特約養蚕組合へ配布しており，
同年１０～１２月までに翌年度使用の肥料５，５４７叺
を片倉米殻肥料会社へ注文していた。１９３３年に
瑞浪製糸所は，特約養蚕組合（収繭量１３２，１４５
貫）に養蚕資金（１，６５０円），蚕種（２８，９４５円）
肥料（５６，４０６円），養蚕取次品（１１，５３２円）を
配布・斡旋する１１４）。
瑞浪製糸所は，幹線道路の旧街道，即ち中山
道（国道１９号），下街道（県道中津多治見線），
中街道，大名街道，飛街道などを自家用貨物
自動車を駆使して走行し，特約養蚕組合の産繭
や蚕種，肥料，桑葉，養蚕用具などを運送して
いたのであろう。遠距離圏内若しくは貨物自動
車輸送を補うために，中央本線などの鉄道を活
用することもあろう。
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１５９
② 岐阜田中製糸所（所在地：岐阜県岐阜市）
片倉の製糸工場として，岐阜県内には上述の
瑞浪製糸所と岐阜田中製糸所（１９３４年に岐阜製
糸所と改称）がある。岐阜田中製糸所は，片倉
本社に貨物自動車の購入を申請し，１９２６年４月
２８日開催の取締役会において審議される。この
案件は，後述の如く，承認を得たようである。
翌年に岐阜田中製糸所は，片倉本社に「現在シ
ボレー号貨物自動車二台アリ内一台ハ損傷甚シ
ク使用ニ堪ヘス故ニ一台新規購入シタシ」１１５）と
申請する。この申請の基づき，片倉本社では１９２７
年９月２８日開催の取締役会において，シボレー
号貨物自動車（見積価格２，１００円見当）の購入
に関して審議を行っていた。後述のように，翌
１０月に岐阜田中製糸所は，貨物自動車を買入れ
ている。岐阜田中製糸所が，１９２７年に貨物自動
車２台を所有していたことは，既述のように
１９２７年末に同製糸所が貨物自動車２台を備付け
ていたことと符号する。岐阜田中製糸所が１９２７
年に処分した貨物自動車は，少なくとも２年以
上使用していよう。岐阜田中製糸所は，１９２７年
１１月３日に自動車利用喞筒１台（代金６５０円）
を購入しており１１６），貨物自動車を利用した消
火設備能力の強化を図っている。さらに１９２９年
に入り，岐阜田中製糸所は，瑞浪製糸所，愛知
製糸所と揃って同時期に貨物自動車の購入を本
社に申請する。１９２９年２月８日開催の取締役会
において，上記３製糸所申請の案件，即ち新フ
ォード１．５トン積貨物自動車１台（代金２，３２０円
見当）及び新シボレ １ー．５トン積貨物自動車１
台（代金２，１７０円見当）について審議し，認可
している。岐阜田中製糸所，瑞浪製糸所，愛知
製糸所いずれがフォード車又はシボレー車を購
入申請したかは，各製糸所の実際の購入車輌か
ら，瑞浪製糸所がシボレー車，愛知製糸がフォ
ード車，そして岐阜田中製糸所については，１９２９
年前後の同製糸所購入車輌がいずれもシボレー
車であることから，シボレー車と判断できよう。
さらにまた，１９３０年５月１７日開催の取締役会に
おいて，岐阜田中製糸所申請のシボレ １ー．５ト
ン積貨物自動車１台（価格２，１００円）の購入に
ついて審議し，承認を与えている１１７）。岐阜田
中製糸所では，従来使用の貨物自動車（第１７
号）は既に「廃品」となり，１９２９年１１月２９日に
２７５円にて岐阜市忠節町３丁目の高橋裕一自動
車店へ売却していた。そして翌３０年５月１７日に
片倉本社取締役会の承認を得て，新式シボレー
トラック１台（新トラック番号１１７号）を２，１１０
円にて，岐阜市神田町の昭和自動車会社岐阜支
店より購入する１１８）。その後，岐阜田中製糸所
は，１９２７年１０月購入の貨物自動車が１９３２年春に
完全に使用不可能となったため，１９３２年式シボ
レ １ー．５トン積・鉄板張ボデー付貨物自動車１
台（価格２，８５５円を「結局割引」して，２，６５０
円）の購入を希望する１１９）。片倉本社で調査し
た結果，１９３２年４月２８日開催の取締役会におい
て，この貨物自動車１台の価格を２，５００円に修
正した上で，この案件を認可することになった。
１９２７年１０月購入のこの貨物自動車は，４年７ヶ
月の使用期間であった。岐阜田中製糸所は，１９２０
年代中頃以降，ほぼ２台の貨物自動車を常時備
付けている。岐阜田中製糸所は，岐阜県下最大
の製糸工場規模を誇り，瑞浪製糸所と比較して
も３倍以上の規模であったところから，原料繭
等の輸送の上で複数の貨物自動車を所有する必
要があったのであろう。
岐阜田中製糸所は，１９３０年代央に岐阜県内を
最大の特約地盤として，周辺諸県の愛知県，三
重県，滋賀県から特約購繭している１２０）。岐阜
田中製糸所は，１９２９年５月６日に霜被害を受け
た地域として，同製糸所の岐阜県管轄内の郡上
郡，武儀郡，郡上郡，揖斐郡，本巣郡各山間部
をあげており１２１），また翌 ３々１年５月２５日に稲
葉郡農会技師・福岡某が養蚕組合員生産の野菜
１６０
類周旋の用件にて来場している１２２）ことなどか
ら，岐阜田中製糸所の岐阜県内の主要購繭地盤
は，稲葉郡，武儀郡，郡上群，本巣郡，揖斐郡
などの同製糸所周辺諸郡なのであろう。上記稲
葉郡，武儀郡両郡は，岐阜県における主要養蚕
地方である。郡是製糸の内部資料に依れば，１９３０
年に主な購繭者として片倉製糸は，加茂郡，可
児郡，稲葉郡，武儀郡，郡上郡，山県郡に登場
している１２３）。さらに１９３５年には，片倉製糸は，
主な購繭者として上記諸郡のほか，土岐郡，恵
那郡，揖斐郡，養老郡，海津郡，益田郡に登場
する１２４）。岐阜県内においては，岐阜県西部地
方を岐阜田中製糸所が，岐阜県東部地方を瑞浪
製糸所がそれぞれ特約地盤としていたものと推
測しうる。岐阜田中製糸所の愛知県内の特約地
盤は，同県五大養蚕地方の１つである，幡豆郡
地方にあった１２５）。岐阜田中製糸所の特約取引
率は，１９２７年に３６．１％１２６），１９２９年６０．５％。１９３０
年７６．５％であり，岐阜田中製糸所の主要繭取引
方法は，既に１９２０年代末に特約取引であったこ
とがわかる。岐阜田中製糸所は，特約養蚕組合
に１９３０年春蚕期に蚕種１３，４００枚配布，翌３１年に
は桑苗３５１，５００本を無償配布していた。１９３３年
に岐阜田中製糸所は，特約養蚕組合（収繭量
３１２，３１１貫）に蚕種（７２，０６４円），肥料（１０３，９３０
円），養蚕取次品（１６，００１円）を配布・斡旋す
る１２７）。
岐阜田中製糸所は，幹線道路の旧街道，即ち
中山道（国道１９号），郡上街道，名古屋街道，
越前街道，津保街道，大垣街道，北方往還，黒
野往還などを使って，短・近距離圏内では特約
養蚕組合の産繭や蚕種，肥料，桑葉，養蚕用具
などを自家用貨物自動車による輸送を行ってい
よう。遠距離圏内では，東海道本線などの鉄道
を一部利用していたことが考えられる。
③ 愛知製糸所（所在地：愛知県一宮市）
愛知製糸所は，１９２９年４月２０日に新型フォー
ド貨物自動車１台（代金２，３５０円）を購入する。
同年４月２０日には貨物自動車購入に合わせて，
愛知製糸所は，木造トタン葺平屋建の自動車車
庫（６坪）を増築竣工する。既述のように，愛
知製糸所は，１９２７年末に貨物自動車を１台備付
けていることから，買替でないとすれば，複数
車輌の常備化が進んだとみることができる。
愛知製糸所の特約取引率は，１９２７年に４２％
（特約取引繭量７９，９９３貫）１２８）であったが，１９３３
年には８８％（特約取引繭量１５０，０００貫）１２９）に増
加する。愛知製糸所は，愛知県内の優等糸製糸
家として全国にその名を馳せた，原名古屋製糸
所や三龍社を特約取引水準（及び「糸格」）に
おいて凌ぐまでになった。愛知製糸所は，１９３３
年に特約養蚕組合（収繭量２４７，５２５貫）に養蚕
資金（１００円），蚕種（６１，６０９円），肥料（３９，８２２
円），養蚕取引品（１８，２４５円）を配布・斡旋し
ている１３０）。愛知製糸所は，１９３０年代央に繭特
約取引を殆ど愛知県内おいて展開し，そのほか
愛知県に隣接する三重県，岐阜県両県を一部特
約地盤としていた１３１）。愛知県は，全国有数の
養蚕県である。１９３０年７月２７日以降，千種出張
所（名古屋市東区千種町）は，愛知製糸所の所
属となる。愛知製糸所に１９２９年５月１３日同製糸
所近郊の葉栗郡養蚕組合長・川合義広氏が来年
度より上簇改良実行委員１２０名の設置について，
また同月２９日には愛知県農林技師が葉栗郡の上
簇改良に付き，それぞれ来所している１３２）。郡
是製糸の内部資料に依れば，主要な購繭者とし
て１９３０年～３５年に片倉製糸は，愛知県最大の養
蚕地方である丹羽郡のほか，東・西春日井郡，
中島郡，東加茂郡，南・北設楽郡に登場す
る１３３）。特に丹羽郡，東・西春日井郡，中島郡
において購繭割合が高く，愛知製糸所は，愛知
県西部，即ち同製糸所周辺諸郡を主要特約地盤
としていよう。
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愛知製糸所は，幹線道路の旧街道，即ち東海
道（国道１号），美濃路，岐阜街道，飯田街道，
下街道，木曾街道，津島街道などを自家用貨物
自動車を駆使して走行し，特約組合産繭や蚕種，
肥料，養蚕用具などの運搬を行っていたのであ
ろう。
④ 紀南製糸所（所在地：和歌山県日高郡湯
川村）
紀南製糸所は，１９２８年２月２８日に創設し，同
年６月２５日に操業開始する。片倉製糸の直営工
場としては，先述の瑞浪製糸所同様，新設の製
糸工場である。
１９２８年４月８日開催の取締役会において，紀
南製糸所の申請に係る，フォード新Ａ型１．５ト
ン積貨物自動車１台（価格２，１００円）の購入に
ついて審議している。この貨物自動車価格は，
「横浜シャシー代」（１，８００円）とボデー代（３００
円）の合計金額である。紀南製糸所では創立間
も無く，貨物自動車の購入申請を片倉本社に行
い，産繭出廻り期に合せた購入準備を万端整え
ておく必要があったのであろう。その後，１９３１
年５月８日開催の取締役会において，紀南製糸
所申請の貨物自動車購入の件について審議を行
う。紀南製糸所の申請では，１９３１年新フォード
１．５トン積貨物自動車１台が２，０００円であり，古
自動車の旧シボレー貨物自動車１台を売却し，
この代金５００円を差引き，１，５００円を支払うこと
とする，というものであった。この取締役会の
審議を経て，紀南製糸所では，同月２５日に新旧
貨物自動車の「交換」，即ち旧シボレー貨物自
動車１台（代金５００円）を売渡し，新フォード
貨物自動車１台（代金２，１００円）を購入する。
実際の購入価格は，新型貨物自動車の購入予定
価格より１００円高い。上記シボレー貨物自動車
は，１９２８年に申請のフォード車に変えて購入し
た貨物自動車か，或は翌年にシボレー車を買入
れたのか，不明である。この使用期間は，前者
の場合で約３年間，後者の場合で約２年間とい
うことになる。シボレー車をフォード車とは別
に買入れていたとすれば，１９３０年前後に紀南製
糸所では，貨物自動車を２台所有していたこと
になる。
紀南製糸所は，１９３０年代央に同製糸所の特約
取引繭総量の９８％を地元の和歌山県から調達し
ており，残る若干部分を大阪府，三重県，奈良
県より特約購繭している１３４）。同時期に，片倉
製糸諸工場の中で和歌山県を特約地盤としてい
るのは，紀南製糸所のほかは姫路製糸所のみで
ある。但し，姫路製糸所が和歌山県から特約取
引による購繭量は極僅かであり，片倉製糸諸工
場の中で紀南製糸所が殆ど唯一和歌山県を特約
地盤としていた，ということができる。
郡是製糸の内部資料に依れば，１９３０～３５年に
和歌山県において主要な購繭者として片倉製糸
は，購繭領域を日高郡，那賀郡，有田郡，海草
郡，伊都郡の県西諸郡から西牟婁郡，東牟婁郡
の県東諸郡へと県内全域へと拡大する１３５）。和
歌山県の西部，日高平野の中央部に位置する紀
南製糸所は，地元の日高郡を最大の購繭地域と
しつつ，周辺諸郡を主要特約地盤とする。そし
て紀南製糸所は，次第に県下二大養蚕地方の伊
都郡，那賀郡を重要視していくことなる。紀南
製糸所は，郡是製糸を凌ぐ和歌山県最大の特約
製糸として君臨する。紀南製糸所に，１９３０年１２
月１０日和歌山県蚕業取締所長藤田某が日高郡養
蚕同業組合繭品評会機械検査のため来所す
る１３６）。翌３１年３月１８日に日高郡養蚕同業組合
産繭品評会に，紀南製糸所から社員２名が出席
する１３７）。また同年７月３日には，日高郡養蚕
同業組合奥技手が秋蚕の蚕況の件について来所
する。如上，紀南製糸所と日高郡との結び付き
が深いことを示す。紀南製糸所は，１９３３年に特
約養蚕組合（収繭量１４６，５０１貫）に養蚕資金
１６２
（１，４３０円），蚕種（１７，２１２円），肥料（５０，７４４
円），養蚕取次品（２６，００３円）を配布・斡旋す
る１３８）。
紀南製糸所は，幹線道路の旧街道，即ち熊野
街道（国道４１号→４２号），大和街道（国道１５号
→２４号），高野街道，竜神街道などを短・近距
離圏内においては自家用貨物自動車を使用して
走行し，特約組合産繭や蚕種，肥料，養蚕用具
などの搬送を行っていたものと推測する。遠距
離圏内にあっては，生糸輸送を初めとして紀勢
西線などの鉄道を利用していたのであろう。
おわりに
名古屋鉄道局編『中部日本の自動車運輸』
（１９３０年）から，片倉製糸に係る記述を示すな
らば，片倉松本製糸所は，松本駅構内に自家用
貨物自動車を使って空籠（１日３０回，６６トン）
を搬入し，また同駅構内から生繭（１日７回，１４
トン）と石炭（１日１７回，３０トン）を搬出して
いる（４８０頁）。また片倉製糸は，甲府・鰍沢方
面，豊科・伊那町・松本方面より岡谷まで，貨
物自動車４輌にて，繭，生糸，米，麦などを運
送する（４８７頁）。片倉川岸製糸所は，自家用貨
物自動車によって岡谷駅に生糸を１日４回，７
トンを搬入する（４８８頁）。片倉八王子製糸所は，
運送店・片倉自動車（「片倉製糸専属」）によっ
て，八王子より横浜まで（２５里），生糸を貨物
自動車１輌にて１ヶ月平均１５回往復運送してい
る（５０９頁）。また石川県では，能登半島方面の
繭の大部分はトラック運送に転移し，七尾湾に
面する飯田，宇出津，穴水，蛸島各産繭及び日
本海沿岸の門前方面産繭の輸送のため，郡是製
糸の七尾乾繭場，片倉製糸（＝日東紡績株式会
社）の金沢製糸所などの出動車があるという
（４３０頁）。
片倉製糸においては，貨物自動車の購入手続
きは，原則的に各製糸場より片倉本社に購入申
請し，取締役会において審議し，承認を与える
というものであった。片倉製糸諸工場は，傍系
製糸会社を含め，東日本においては昭和初期に
殆ど貨物自動車を購入していた。松本製糸所や
両羽製糸所などのように，自家用貨物自動車の
購入・活用＝運搬以外に，運送会社を利用して
いたことが判明する。運送会社の利用に関して
は，片倉の各製糸工場が最寄駅の特約運送店と
の間で，生糸，石炭，繭その他の搬出・搬入を
行っていた。また片倉製糸の場合，特約取引の
拡大と共に，貨物自動車の購入が増え，殆ど
１．５トン積のフォード車，シボレー車を買入れ
しており，稀に武井製糸所，片倉越後製糸株式
会社，日東紡績金沢製糸所などでは１トン積
の貨物自動車を購入する。ほぼ貨物自動車の価
格は，１．５トン積で２，０００円台である。最新式の
貨物自動車を購入することが殆どであり，稀に
中古自動車を買入れる場合もあった。複数の貨
物自動車を常備する片倉の製糸工場は，生産規
模が大きく，大量の原料繭等を輸送する必要性
が生じていた。片倉製糸の直営工場，傍系製糸
会社を問わず，繭市場からの原料繭購入，さら
には繭特約取引の拡大が進行するに伴い，とり
わけ特約組合との間で自家用貨物自動車を使用
して，特約組合産繭のほか，蚕種，肥料，桑苗，
桑葉，養蚕用具などを運搬する機会が増大しよ
う。自家用貨物自動車の活用は，片倉製糸にと
って，特約取引を効率的，合理的に運営する上
において必要不可欠であったといえよう。しか
も，貨物自動車の使用によって，その機動性を
活かして広く農山村に入り込み特約地盤の拡大
と集中・深化を推し進め，製糸工場周辺地域を
主要特約地盤とする上で，少なからぬ役割を果
たしていたと思われる。特約地盤の拡充（・改
廃）と集中化は，特約組合の指導能率の増進や
繭取引運搬費等の低減等によるコスト削減をも
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たらし１３９），片倉＝製糸独占資本の存立基盤を
強化する，という一面を有するであろう。貨物
自動車は，運搬手段としてだけではなく，消火
手段としても利用されていた。また，片倉製糸
は，町道，県道などの拡幅工事に積極的に寄付
し，貨物自動車の効率的輸送に努めていたので
ある。
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３７）『自昭和五年一月至昭和六年十二月 取締
役会議案綴 本店庶務課』。
３８） 片倉製糸紡績大宮製糸所「（昭和７年
度）事業概況書報告」（埼玉県立文書館所蔵文
書，昭２７７０）。
３９） 片倉製糸紡績大宮製糸所「（昭和８年
度）事業概況書報告」（埼玉県立文書館所蔵文
書，昭和２８７９）。
４０） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５６～１５７頁。
４１） 拙稿「１９３０年代における埼玉県製糸業の構
造と展開」（『社会科学年報』第３７号，２００３
年）１００頁・第１１表参照。
４２）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
４３）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
４４）『昭和四年度 取締役会議案綴 庶務課』。
以下同。
４５） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５７頁。
４６） 前掲拙稿「１９３０年代における埼玉県製糸業
の構造と展開」１００頁・第１１表参照。
４７）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績株式会社庶務課』）。
４８）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
４９） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５７頁。
５０） 前掲拙稿「１９３０年代における埼玉県製糸業
の構造と展開」１００頁・第１１表参照。以下同。
５１）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績株式会社庶務課』）。
５２）１９３４年の熊谷製糸所の消費繭量・乾繭
８３，３０６貫と石原製糸所の消費繭量・乾繭
８４，４５３貫（農林省蚕糸局編『昭和九年度 全
国器械製糸工場調』８８，９０頁）の合計繭量を
生繭換算（本乾繭＝生繭の３３％）して，特約
取引率を算出した。
５３）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
５４） 石川嘉彦，石川三郎編『石川家の人々』石
川家本家，２００２年，１１１～１１２頁。以下同。
５５） 合名会社渡辺組鴻巣製糸所「（昭和８年
度）事業概況報告書」（埼玉県立文書館所蔵文
書，昭２８７９）。同組大宮製糸所では，自動車車
庫（木造瓦葺１８坪）を備える（同上）。
５６）『昭和四年度 取締役会議案綴 庶務課』。
以下同。
５７） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５８頁。以下同。
５８）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
５９）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
６０） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場調
査（昭和五年度）』８０頁。
６１）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
６２）『昭和二年度 重要事項記録 片倉製糸紡
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１６５
績会社庶務課』。以下同。
６３）１９３０年４月８日開催の取締役会において，
シボレー貨物自動車１台（価格２，３６０円）の購
入について審議している（『昭和五年度 取締
役会議案綴 片倉製糸紡績会社庶務課』）こと
から，事後承諾や日付ミス，申請日等々が考
えられるが，『昭和五年度 重要事項記録 片
倉製糸紡績会社庶務課』の日付に依った。
６４） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５８頁。
６５） 前掲拙稿「１９３０年代における埼玉県製糸業
の構造と展開」１００頁・第１１表参照。
６６） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場調
査（昭和五年度）』８０頁。
６７）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
６８） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５９頁。
６９）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
７０）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
７１） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１５９頁。以下同。
７２）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
７３）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
７４）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
７５） 同上。
７６）『自大正十五年五月至昭和四年十二月 取
締役会議案 庶務課』。
７７） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１６０頁。以下同。
７８）『昭和二年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
７９）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
８０）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
８１）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
８２）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。以下同。
８３） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１６０頁。以下同。
８４）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
８５） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場調
査（昭和五年度）』４０頁。
８６）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
８７）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
８８） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１６０～１６１頁。
８９）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。『昭和六年度 重要事項記録
片倉製糸紡績会社』。
９０）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（自大
正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績株式会社庶務課）
９１） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場調
査（昭和五年度）』４４頁。
９２）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
９３）『昭和五年度 取締役会議案綴 片倉製糸
紡績会社庶務課』。
９４）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
９５） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭特
約取引の展開」１６１頁。以下同。
９６） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場調
査（昭和五年度）』４４頁。
９７）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
９８）『自大正十五年五月至昭和四年十二月 取
締役会議案 庶務課』。
９９）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
１６６
１００）『自昭和五年一月至昭和六年十二月 取締
役会議案綴 本店庶務課』。
１０１） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６１～１６２頁。
１０２）『昭和１２年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』。
１０３） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場
調査（昭和五年度）』８８頁。
１０４）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１０５）『昭和五年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』。以下同。
１０６）『昭和１２年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』。
１０７）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１０８）『昭和四年度 重要記録 片倉製糸紡績会
社』。
１０９）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。以下同。
１１０） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６２～１６３頁。以下同。
１１１）『昭和四年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。以下同。
１１２） 同上。以下同。
１１３）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。以下同。
１１４）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１１５）『自大正十五年五月至昭和四年十二月 取
締役会議案 庶務課』。
１１６）『昭和二年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
１１７）『昭和五年度 取締役会議案綴 片倉製糸
紡績会社庶務課』。
１１８）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
１１９）『昭和七年度 取締役会議案 片倉製糸紡
績会社』。以下同。
１２０） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６３頁。
１２１）『昭和四年度 重要記録 片倉製糸紡績会
社』。
１２２）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
１２３）『昭和五年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』。
１２４）『昭和十年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』。
１２５） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６３頁。以下同。
１２６）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
１２７）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１２８）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年 所長会議関係雑書類
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
１２９） 農林省蚕糸局編『第十二次全国製糸工場
調査（昭和五年度）』１７４頁。以下同。
１３０）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１３１） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６３頁。以下同。
１３２）『昭和四年度 重要記録 片倉製糸紡績会
社』
１３３）『昭和五年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』，『昭和十年度 購繭歩合調査
郡是製糸株式会社原料課』。
１３４） 前掲拙稿「片倉製糸の東日本における繭
特約取引の展開」１６３～１６４頁。以下同。
１３５）『昭和五年度 購繭歩合調査 郡是製糸株
式会社原料課』，『昭和十年度 購繭歩合調査
郡是製糸株式会社原料課』。
１３６）『昭和五年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社庶務課』。
１３７）『昭和六年度 重要事項記録 片倉製糸紡
績会社』。
１３８）「昭和八年度養蚕組合貸付金一覧表」（『昭
和八年二月所長会議書類 昭和八年十一月事
務主任会議書類』）。
１３９）『昭和十年度 取締役会議案綴 片倉製糸
紡績株式会社』。
片倉製糸の東日本における貨物自動車輸送
１６７
